
国
文
学
者
田
中
重
太
郎
の
『
枕
草
子
』
研
究

鈴
　
木
徳
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
纂
に
全
力
を
そ
そ
ぎ
、
附
巻
完
成
後
は
、
宿
望
の
枕
冊
子
総
索
引
を
編
み
な

　
　
　
　
　

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ほ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
校
本
を
底
本
と
し
た
諸
本
本
文
の
精
密
な
語
彙
索
引

　
　
　

『春
は
曙
』
〈
私
家
版
、
二
〇
〇
〇
〈
平
成
　
二
〉
年
二
月
）
は
、
田
中
重
太
　
　
　
で
す
。
そ
し
て
、
校
本
と
総
索
引
と
を
も
と
に
し
て
枕
冊
子
辞
典
ー
こ
れ
は
語

　
　
郎
の
十
三
回
忌
を
迎
え
て
出
版
さ
れ
た
遺
稿
集
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
に
、
　
　
　
彙
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
そ
の
前
後
の
文
を
引
い
た
も
の
で
す
ー
を
つ
く

　
　
夫
人
で
あ
り
当
該
書
の
発
行
者
で
も
あ
る
田
中
美
保
子
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
　
　
　
り
、
か
た
は
ら
枕
冊
子
の
全
注
釈
書
の
執
筆
に
か
か
り
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま

　
　

いる
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
下
、
国
文
学
者
田
中
重
太
郎
の
学
問
に
つ
い
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
　
　
　
　
田
中
重
太
郎
は
若
い
頃
か
ら
、
枕
冊
子
の
校
本
・
全
注
釈
・
辞
典
（
事
　
　
　
の
著
述
を
た
ど
り
つ
つ
考
察
す
る
。

　
　
　
　
典
）
の
刊
行
を
念
願
と
し
て
い
た
。
『
校
本
枕
冊
子
』
全
五
巻
は
、
（
中

　
　
　
　略
）
諸
先
生
の
御
協
力
を
得
て
苦
難
の
末
刊
行
し
た
。
『
枕
冊
子
全
注
釈
』

　
　
　
　五巻
も
§
や
く
成
っ
褒
き
曇
と
戦
ぞ
い
た
田
中
重
太
郎
に
　
　
一
、
串
重
太
郎
の
略
摩
文
検
受
験
の
学
者

　
　
　
　
と
っ
て
、
枕
冊
子
事
典
を
刊
行
す
る
こ
と
は
夢
で
し
か
な
か
っ
た
。
先
年
　
　
　
　
儀
同
保
『
独
学
者
列
伝
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
〈
平
成
四
〉
年
）
「
高

　
　
　　
（
中
略
）
枕
草
子
事
典
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
由
で
、
田
中
重
太
　
　
　
等
教
員
検
定
合
格
者
列
伝
」
は
、
田
中
を
「
こ
の
項
の
検
定
合
格
者
の
中
で

　
　
　
　

郎
の

志を
受
け
継
い
だ
旨
、
雨
海
先
生
よ
り
下
玉
利
先
生
を
通
じ
て
御
挨
　
　
　
も
、
合
格
年
齢
と
学
位
取
得
の
年
齢
で
は
、
異
色
の
存
在
と
い
え
よ
う
」
と
し

　
　
　
　

拶
があ
っ
た
。
彼
岸
の
主
入
も
こ
と
の
ほ
か
喜
ん
で
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
　
　
　
て
一
項
目
を
立
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
ポ
エ

　
　
　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
七
月
七
日
、
京
都
市
上
京
区
に
生
れ
、
間
も

　
　
　
国
文
学
者
田
中
重
太
郎
の
学
術
的
業
績
は
、
『
枕
草
子
』
研
究
に
お
け
る
、
　
　
　
　
　
な
く
近
く
で
商
業
を
営
む
叔
母
夫
婦
の
養
子
と
な
り
田
中
姓
に
な
っ
た
。

　
　

「
校本
」
の
作
成
、
「
全
注
釈
」
の
完
成
に
あ
っ
た
。
後
述
の
『
校
本
枕
冊
子
』
　
　
　
　
養
親
が
家
業
を
つ
が
せ
る
つ
も
り
で
、
京
都
市
立
の
第
二
商
業
に
入
学
、

茄　
　
下
巻
に
添
え
ら
れ
た
「
下
巻
末
に
」
の
文
章
に
「
今
後
わ
た
く
し
は
附
巻
の
編
　
　
　
　
　
昭
和
一
〇
年
に
卒
業
し
た
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
ね

硲

　
　
　　
　
こ
の
こ
ろ
か
ら
国
文
学
に
興
味
を
も
ち
、
家
業
は
継
が
ず
、
大
阪
の
朝
　
　
　
　
　
出
歩
か
な
い
〉
と
い
っ
て
い
た
が
昭
和
六
一
（
一
九
八
六
）
年
六
八
歳
で

　
　
　
　
日
新
聞
社
営
業
局
に
会
計
係
と
し
て
勤
め
、
三
五
円
の
月
給
は
家
に
一
〇
　
　
　
　
　
死
去
し
た
。

　
　
　
　
円
入
れ
、
残
り
は
ほ
と
ん
ど
本
代
に
か
け
た
。
昭
和
二
年
の
文
検
中
等
　
　
　
　
　
平
安
朝
期
文
学
研
究
の
権
威
、
枕
冊
子
研
究
の
第
一
人
者
で
、
『
枕

　
　
　
　

教員
の
国
語
科
に
一
九
歳
で
合
格
し
、
翌
年
新
聞
社
を
や
め
て
立
命
館
中
　
　
　
　
　
草
子
の
精
神
と
釈
義
』
（
昭
和
一
八
年
、
旺
文
社
）
を
は
じ
め
『
枕
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　
　
学
の

教
諭と
な
り
、
＝
　
年
に
は
漢
文
科
に
も
合
格
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
（
日
本
古
典
全
集
〉
』
〈
ニ
ニ
年
、
朝
臼
薪
聞
社
）
、
『
校
本
枕
冊
子
』

　
　
　
　
　
こ
れ
に
満
足
せ
ず
さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
昭
和
一
四
年
に
高
等
教
員
検
　
　
　
　
　
五
巻
、
『
枕
冊
子
研
究
』
（
古
典
文
庫
）
、
『
清
少
納
言
枕
冊
子
の
研
究
』

　
　
　
　定
の
国
語
科
に
合
格
、
一
ご
一
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
昭
和
一
六
年
　
　
　
　
　
（
三
五
年
、
笠
間
書
院
）
、
『
枕
冊
子
全
注
釈
』
な
ど
が
あ
り
、
ほ
か
に

　
　
　
　

二
顯

歳
の年
か
ら
立
命
館
大
学
予
科
の
教
授
に
就
任
し
た
が
、
前
年
の
二
　
　
　
　
　
『
風
流
古
川
柳
』
（
三
四
年
）
、
『
小
倉
百
人
～
首
解
釈
』
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
月
＝
日
（
当
時
の
紀
元
節
）
を
期
し
て
枕
冊
子
を
専
門
に
研
究
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
自
伝
を
含
め
た
身
辺
の
諸
事
を
ま
と
め
た
随
筆
集
に
『
枕
冊
子
三
十
五

　
　
　
　
と
計
画
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
』
（
笠
間
書
院
）
が
あ
る
。

　
　
　
　
　戦
後
は
池
坊
短
大
教
授
、
相
愛
女
子
短
大
の
教
授
な
ど
を
勤
め
、
昭
和
　
　
　
　
「
養
親
が
家
業
を
つ
が
せ
る
つ
も
り
」
と
あ
る
。
田
申
家
の
職
業
は
商
入

　
　
　
　
三

五年
に
二
〇
年
に
わ
た
る
研
究
を
『
枕
冊
子
本
文
の
研
究
』
に
ま
と
　
　
　
で
、
い
わ
ゆ
る
土
屋
で
あ
っ
た
。
田
中
は
「
建
築
材
料
商
」
と
い
っ
た
り
書
い

　
　
　
　
め
、
こ
れ
を
大
正
大
学
に
学
位
論
文
と
し
て
提
出
、
四
四
歳
で
文
学
博
士
　
　
　
た
り
し
た
と
い
い
、
セ
メ
ン
ト
や
石
灰
の
小
売
（
は
か
り
売
り
）
を
し
配
達
も

　
　
　
　
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
と
い
う
。
『
枕
冊
子
三
十
五
年
』
所
収
「
西
ノ
京
界
隈
」
（
初
出
は
『
洛

　
　
　
　
　
少年
時
代
か
ら
健
康
に
は
恵
ま
れ
ず
、
肺
結
核
慢
性
心
肺
気
腫
、
肝
機
　
　
　
味
』
第
二
七
〇
号
〉
参
照
。
こ
の
家
業
を
継
ぐ
こ
と
な
く
「
文
検
」
（
文
部
省

　
　
　
　能
障
害
か
ら
高
血
圧
ま
で
多
病
で
あ
っ
た
。
人
物
素
描
に
「
商
業
出
身
の
　
　
　
検
定
試
験
）
に
よ
る
国
語
の
教
員
を
冒
指
し
た
。
は
や
い
こ
ろ
か
ら
国
文
学
へ

　
　
　
　
た
め
、
珠
算
、
暗
算
は
五
ケ
タ
ま
で
は
自
信
が
あ
る
と
い
う
。
菜
食
主
義
　
　
　
の
止
み
が
た
い
思
い
が
あ
り
、
難
関
試
験
に
合
格
し
て
独
学
で
道
を
開
い
た
。

　
　
　
　

で魚
、
肉
は
一
切
と
ら
な
い
。
和
服
を
好
む
が
や
せ
形
長
身
の
体
に
よ
く
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
田
中
の
あ
く
な
き
情
熱
の
基
底
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

似合
い
、
腰
掛
と
机
で
は
原
稿
が
書
け
な
い
の
で
、
列
車
の
中
で
も
仕
事
　
　
　
　
「
昭
和
一
一
年
の
文
検
中
等
教
員
の
国
語
科
に
一
九
歳
で
合
格
」
と
あ
り
、

　
　
　
　
と
な
る
と
す
ぐ
あ
ぐ
ら
を
か
く
。
趣
味
は
謡
曲
と
易
占
い
。
ど
ち
ら
も
　
　
　
さ
ら
に
「
昭
和
一
四
年
に
高
等
教
員
検
定
の
国
語
科
に
合
格
」
と
あ
る
。
昭

　
　
　
　
二十
年
を
越
す
こ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
。
特
に
後
者
は
八
卦
は
も
と
よ
り
、
　
　
　
和
一
四
年
の
文
検
国
語
科
の
受
験
者
数
は
六
五
三
名
（
男
六
一
〇
、
女
四
三
）

　
　
　
　
人相
、
手
相
、
姓
名
判
断
か
ら
四
柱
推
命
学
と
い
う
む
つ
か
し
い
も
の
に
　
　
　
で
、
合
格
者
五
七
名
（
男
五
四
、
女
三
）
。
合
格
率
八
・
七
三
％
（
毎
年
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ヨ

　
　
　
　ま
で
及
ぶ
が
、
“
ま
だ
ま
だ
未
熟
、
今
後
統
計
的
デ
ー
タ
を
集
め
て
か
ら
　
　
　
一
〇
％
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
発
表す
る
”
と
あ
り
、
旅
行
好
き
だ
が
最
近
は
身
体
の
具
合
か
ら
あ
ま
り
　
　
　
　
「
昭
和
一
五
年
の
二
月
一
一
日
（
当
時
の
紀
元
節
）
を
期
し
て
枕
冊
子
を
専



　
　
門
に
研
究
し
よ
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
田
中
は
昭
和
一
五
年
二
月
一
一
日
（
数
　
　
　
に
は
無
限
の
思
い
出
が
あ
り
、
わ
た
く
し
の
生
命
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
え
年
二
四
歳
）
を
自
ら
の
枕
草
子
研
究
の
始
発
と
し
て
（
日
付
に
対
す
る
）
、
　
　
　
そ
の
「
は
し
が
き
」
（
「
昭
和
十
七
年
八
月
三
十
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
る
）
に

　
　

後
々
ま
で
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
「
自
伝
を
含
め
た
身
辺
の
諸
事
を
ま
　
　
　
次
の
よ
う
な
文
章
が
み
え
る
。

　
　
と
め
た
随
筆
集
」
と
紹
介
さ
れ
た
『
枕
冊
子
三
十
五
年
』
（
笠
聞
選
書
、
昭
和
　
　
　
　
　
　
商
業
学
校
四
年
生
に
な
つ
た
春
（
昭
和
八
年
四
月
）
、
早
稲
田
大
学
の

　
　

五
〇年
一
〇
月
）
や
「
松
風
学
会
誌
」
（
創
刊
号
、
昭
和
四
七
年
九
月
〉
に
載
　
　
　
　
　
「
文
学
講
義
」
を
と
り
出
し
た
が
、
五
十
嵐
力
博
士
の
『
枕
の
草
子
評
釈
』

　
　
る
「
枕
冊
子
四
十
年
」
な
ど
に
述
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
異
常
な
興
味
を
も
つ
た
。
勿
論
、
そ
の
講
義
の
す
ば
ら
し
さ
に
も
よ

　
　
　

『枕
草
子
の
精
神
と
釈
義
』
（
旺
文
社
、
一
九
四
三
〈
昭
和
一
八
〉
年
七
月
）
　
　
　
　
　
つ
た
の
で
あ
る
が
、
枕
草
子
が
た
ま
ら
な
く
好
き
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ

　
　
は
、
戦
前
に
出
さ
れ
た
。
久
松
潜
一
・
宇
野
哲
人
監
修
に
よ
り
「
現
代
青
年
に
　
　
　
　
　
る
。
商
業
学
校
在
学
申
か
ら
国
語
科
教
員
の
検
定
試
験
を
受
け
る
準
備
を

　
　
古
典
に
対
す
る
明
確
な
教
養
を
与
え
る
べ
く
、
一
流
専
門
家
に
委
嘱
し
て
教
　
　
　
　
　
進
め
て
ゐ
た
の
で
、
卒
業
ま
で
に
こ
の
草
子
を
二
回
位
通
読
し
た
で
あ
ら

　
　
養
・
学
習
の
両
面
よ
り
古
典
精
神
と
釈
義
に
就
い
て
極
め
て
平
易
に
而
も
興
味
　
　
　
　
　
う
か
、
読
む
た
び
に
、
そ
の
着
想
、
筆
致
の
奇
警
、
簡
勤
な
の
に
感
じ
入

　
　
深
く
解
説
し
た
」
（
同
書
末
の
広
告
文
）
叢
書
の
ひ
と
つ
と
し
て
出
さ
れ
、
当
　
　
　
　
　
つ
た
。
そ
の
後
平
安
朝
の
他
の
作
品
も
、
又
他
の
時
代
の
主
な
文
学
作
晶

　
　
時
作
晶
別
で
は
『
古
事
記
』
（
武
田
祐
吉
）
、
『
万
葉
集
』
（
森
本
治
吉
）
、
『
奥
の
　
　
　
　
　
を
も
一
応
目
だ
け
は
通
し
た
が
、
や
は
り
こ
の
草
子
は
他
に
類
の
な
い
も

　
　
細
道
』
（
飯
野
哲
二
）
な
ど
が
既
刊
さ
れ
て
お
り
、
『
源
氏
物
語
』
『
土
佐
日
記
』
　
　
　
　
　
の
だ
と
思
ふ
気
持
が
強
く
な
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。

　
　

『徒然
草
』
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
続
刊
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
『
枕
草
子
』
に
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
四
年
十
月
、
私
の
受
験
勉
強
時
代
は
、
と
も
か
く
も
終
を
告
げ

　
　
関
す
る
田
中
の
処
女
出
版
と
言
っ
て
よ
い
著
書
で
あ
る
。
時
に
二
七
歳
で
あ
っ
　
　
　
　
　
た
。
当
時
、
そ
の
後
の
研
学
方
針
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
迷
ひ
悩
ん
だ
の
で

　
　
た
。
コ
冊
の
本
『
枕
草
子
の
精
神
と
釈
義
ご
（
『
敬
愛
』
〈
相
愛
学
園
図
書
館
　
　
　
　
　
あ
る
が
、
結
局
宿
望
の
、
国
語
（
平
安
時
代
）
語
彙
語
法
の
研
究
を
生
涯

　
　
報
〉
第
七
号
、
一
允
七
八
〈
昭
和
五
三
〉
年
一
二
月
、
昭
和
六
二
年
六
月
三
〇
　
　
　
　
　
の
は
か
り
ご
と
と
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
第
一
の
対
象
を

　
　
日
に
行
わ
れ
た
相
愛
大
学
人
文
学
部
主
催
の
「
追
悼
法
要
」
の
小
冊
子
な
ど
に
　
　
　
　
　
好
き
な
枕
草
子
に
選
ん
で
み
た
。
か
く
て
、
翌
十
五
年
紀
元
の
佳
節
、

　
　
再
録
さ
れ
る
）
の
中
で
、
田
中
自
身
が
「
う
れ
し
か
っ
た
。
あ
り
が
た
か
っ
　
　
　
　
　
「
清
少
納
言
枕
冊
子
総
索
引
」
本
文
篇
編
纂
の
事
業
に
着
手
し
て
以
来
、

　
　
た
。
こ
の
本
を
書
き
あ
げ
た
感
激
は
、
本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
綿
綿
と
書
い
　
　
　
　
私
の
毎
日
の
生
活
は
、
昼
夜
の
授
業
に
追
は
れ
つ
つ
も
遂
に
こ
の
草
子
と

　
　

て

い
る
。
定
価
2
円
で
、
5
，
0
◎
◎
部
印
刷
さ
れ
た
こ
の
本
は
、
戦
災
で
大
　
　
　
　
　
一
日
も
離
れ
ら
れ
ぬ
も
の
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
半
を
焼
か
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
3
5
年
の
歳
月
が
そ
の
冊
数
を
よ
り
少
く
し
て
　
　
　
　
五
十
嵐
力
講
述
『
枕
の
草
子
選
釈
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
蔵
版
）
が
、
田

　
　
し
ま
っ
た
が
、
さ
い
わ
い
わ
た
く
し
の
手
も
と
に
数
冊
あ
る
。
目
次
か
ら
語
句
　
　
　
中
の
旧
蔵
書
（
表
紙
と
目
次
の
二
箇
所
に
「
春
曙
庵
主
」
の
朱
印
が
押
さ
れ

5
7　
　
索
8
1
に
い
た
る
ま
で
、
心
を
こ
め
、
は
り
き
っ
て
書
い
た
こ
の
「
一
冊
の
本
」
　
　
　
る
）
と
し
て
相
愛
大
学
図
書
館
に
現
蔵
さ
れ
る
。
『
枕
草
子
の
精
神
と
釈
義
』



識　
　
「
は
し
が
き
し
に
は
『
枕
の
草
子
評
釈
』
と
引
か
れ
、
書
名
に
「
評
釈
」
と
あ
　
　
　
　
「
『
枕
草
子
』
の
本
質
」
『
月
刊
国
語
教
育
』
（
一
九
八
三
〈
昭
和
五
八
〉
年

　
　
る
が
、
こ
の
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
は
し
が
き
」
に
あ
る
（
『
枕
草
子
』
を
）
　
　
　
一
二
月
号
〉
に
「
昭
和
一
五
年
二
月
一
一
日
か
ら
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
の

　
　

「読
む
た
び
に
、
そ
の
着
想
、
筆
致
の
奇
警
、
簡
勤
な
の
に
感
じ
入
つ
た
」
と
　
　
　
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
よ
う
」
と
志
し
た
と
記
す
。
か
く
し
て
田
中
は
ラ

　
　

いう
同
様
の
表
現
が
、
五
十
嵐
力
博
士
の
『
枕
の
草
子
選
釈
』
に
葛
枕
の
草
　
　
　
イ
フ
ワ
ー
ク
『
枕
草
子
』
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
子
』
の
特
色
は
、
ざ
つ
と
挙
げ
る
と
、
観
察
の
奇
警
な
る
事
、
文
章
の
簡
勤
な

　
　る

事
印
象
的
な
る
事
等
で
あ
る
」
と
み
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
『
校
本
枕
冊
子
』
ー
枕
草
子
研
究
①

　
　
　

『
枕
冊
子
二
十
年
』
（
一
九
六
〇
〈
昭
和
三
五
〉
年
五
月
）
は
田
申
自
ら
「
昭

　
　
和
三
十
五
年
五
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
る
、
わ
た
く
し
の
「
校
本
枕
冊
子
」
　
　
　
『
校
本
枕
冊
子
』
は
、
上
巻
・
下
巻
、
附
巻
か
ら
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
総

　
　

（上
・
下
・
附
巻
）
の
完
成
と
学
位
取
得
と
を
祝
ふ
会
に
御
出
席
く
だ
さ
る
方
　
　
　
索
引
第
－
部
・
第
夏
部
の
全
五
巻
で
あ
る
。
上
巻
の
刊
行
は
一
九
五
三
〈
昭
和

　
　
方
と
、
遠
方
そ
の
他
の
御
都
合
で
そ
の
会
に
御
出
席
に
な
れ
ず
、
記
念
品
代
を
　
　
　
二
八
〉
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
池
田
亀
鑑
の
序
に
「
田
中
重
太
郎
氏
の
「
校
本

　
　

お寄
せ
く
だ
さ
る
人
人
な
ど
に
お
贈
り
い
た
し
た
く
編
ん
だ
も
の
」
で
あ
る
　
　
　
枕
冊
子
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
国
文
学
会
の
慶
事
で
あ
り
ま
す
」
と
書
き
出
さ

　
　
が
、
こ
こ
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。
下
巻
は
一
九
五
六
〈
昭
和
三
一
〉
年
三
月
刊
。
こ
の
閲
、
校
本
の

　
　
　
　
　
わ
た
く
し
が
、
清
少
納
言
枕
冊
子
に
つ
い
て
専
門
的
な
し
ご
と
を
は
じ
　
　
　
編
纂
室
と
し
て
借
り
て
い
た
休
務
寺
が
類
焼
の
厄
に
あ
い
、
資
料
の
大
半
と
原

　
　
　
　

めま
し
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
二
月
十
一
日
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
年
一
月
　
　
　
稿
を
失
っ
て
い
る
。
「
下
巻
末
に
」
に
記
さ
れ
た
文
か
ら
田
申
の
苦
悩
が
知
ら

　
　
　
　

から
源
氏
物
語
総
索
引
を
志
し
て
、
吉
沢
義
則
・
池
田
亀
鑑
両
博
士
の
お
　
　
　
れ
る
。
「
経
験
し
た
入
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
つ
ら
さ
、
か
な
し
さ
」
と
書

　
　
　
　
し
ご
と
に
抵
触
し
た
た
め
、
こ
の
日
（
当
時
の
紀
元
節
）
午
後
六
時
か
ら
　
　
　
い
て
い
る
。
さ
ら
に
挫
け
ず
何
と
か
完
成
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
同
じ
入

　
　
　
　

春曙
抄
（
岩
波
文
庫
）
の
全
語
索
引
力
ー
ド
を
採
り
は
じ
め
た
と
当
時
　
　
　
月
三
〇
日
の
朝
、
喀
血
。
病
に
倒
れ
療
養
所
に
入
院
し
た
。
「
下
巻
末
に
」
は

　
　
　
　

の日
記
に
し
る
し
て
あ
り
ま
す
。
（
中
略
〉
か
く
て
、
そ
の
後
は
枕
冊
子
　
　
　
「
多
く
の
人
人
の
お
な
さ
け
に
よ
っ
て
校
本
枕
冊
子
は
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
り

　
　
　
　

本文
資
料
の
蒐
集
と
校
合
と
に
明
け
暮
れ
、
「
校
本
枕
冊
子
」
の
序
・
駿
　
　
　
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
同
じ
く
附
巻
は

　
　
　
　
に
し
る
し
た
多
く
の
人
人
の
御
恩
に
よ
っ
て
、
本
文
編
は
進
捗
し
、
昭
和
　
　
　
一
九
五
七
〈
昭
和
三
二
〉
年
、
そ
の
後
に
総
索
引
第
－
部
（
一
九
六
九
〈
昭
和

　
　
　
　

十

八年
春
に
は
一
往
完
成
し
ま
し
た
が
、
や
が
て
主
底
本
を
春
曙
抄
に
す
　
　
　
四
四
〉
年
）
、
同
第
五
部
（
一
九
七
四
〈
昭
和
四
九
〉
年
）
が
刊
行
。
こ
の
業

　
　
　
　
る
こ
と
の
非
を
悟
り
、
こ
れ
に
か
は
る
に
伝
能
因
所
持
本
系
統
の
善
本
を
　
　
　
績
こ
そ
が
、
多
く
の
著
作
の
あ
る
中
で
も
、
田
中
の
学
問
の
大
き
な
柱
を
な
す

　
　
　
　

主底
本
に
選
び
、
そ
れ
に
三
巻
本
系
統
・
前
田
家
本
系
統
・
堺
本
系
統
の
　
　
　
と
言
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

本文
を
表
示
し
、
改
稿
三
度
、
校
異
採
択
の
本
を
加
へ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
田
中
が
校
本
の
作
成
を
志
し
た
経
緯
を
ま
ず
は
田
申
著
『
枕
冊
子
研
究
』



　
　

（
一
九

五
二

〈昭
和
二
七
〉
年
一
〇
月
）
「
序
に
か
へ
て
」
か
ら
見
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
よ
つ
て
ゐ
る
国
語
辞
書
の
誤
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
出

　
　
　
　
　清
少
納
言
枕
冊
子
の
諸
本
に
　
1
　
伝
能
因
所
持
本
系
統
本
　
2
　
三
　
　
　
　
　
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
わ
た
く
し
は
そ
の
カ
ー
ド
を
全
部
す

　
　
　
　
巻
本

（安貞
二
年
奥
書
本
）
系
統
本
　
3
　
前
田
家
本
　
4
　
堺
本
系
統
　
　
　
　
　
て
た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
十
月
か
ら
索
引
の
本
文
に
か
か
づ
ら
ひ
は
じ
め

　
　
　
　本
　
の
四
種
が
あ
る
こ
と
は
、
今
日
学
界
人
の
周
知
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
　
　
　
　
　
た
。
そ
し
て
、
十
二
年
を
経
た
。
荏
再
日
を
送
つ
て
ま
だ
十
分
な
校
本
文

　
　
　
　
あ
る
。
こ
の
分
類
は
、
池
田
亀
鑑
博
士
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
行
は
れ
、
　
　
　
　
篇
を
出
版
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
は
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

　
　
　
　
以後
こ
れ
に
よ
る
の
が
常
識
と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
現
存
諸
　
　
　
　
　
は
や
む
を
得
な
い
種
々
の
事
情
が
あ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
こ
と
は

　
　
　
　
本
を
通
覧
す
る
と
き
、
も
つ
と
も
妥
当
な
分
類
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
　
　
　
　
　
こ
こ
で
述
べ
な
い
。
こ
こ
に
は
、
春
曙
抄
本
文
の
信
じ
が
た
い
こ
と
を
お

　
　
　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
え
、
カ
ー
ド
採
集
を
中
止
し
た
こ
と
を
い
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
つ
の
系
統
本
中
わ
れ
わ
れ
が
諸
種
の
研
究
資
料
に
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
一
般
に
お
け
る
春
曙
抄
本
文
に
対
す
る
信
頼
性
は
い
ま
だ
強

　
　
　
　
引
用
し
、
あ
る
い
は
利
用
す
る
本
文
は
ど
の
系
統
本
を
も
つ
て
第
一
と
す
　
　
　
　
　
く
つ
づ
い
た
。
そ
し
て
、
金
子
元
臣
氏
の
評
釈
や
通
解
が
定
評
あ
る
註
釈

　
　
　
　

べき
で
あ
ら
う
か
。
枕
冊
子
を
読
む
の
に
は
、
ど
の
系
統
本
に
よ
る
の
が
　
　
　
　
書
と
し
て
ひ
ろ
く
通
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
手
伝
つ
て
、
教
科
用
テ

　
　
　
　
よ
い
で
あ
ら
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ス
ト
と
し
て
現
在
で
も
こ
の
系
統
の
本
文
を
採
る
も
の
が
す
く
な
く
な

　
　
　
　
　

かう
し
た
質
問
を
つ
ね
に
う
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
も
つ
　
　
　
　
　
い
。
た
と
へ
ば
、
紹
和
二
十
六
年
十
一
月
刊
岡
一
男
・
村
井
順
両
氏
の

　
　
　
　
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
か
ら
十
数
年
前
、
も
つ
と
は
つ
き
り
い
へ
　
　
　
　
　
「
枕
草
子
」
（
学
燈
文
庫
）
の
凡
例
に
「
底
本
と
し
て
は
、
今
日
も
つ
と
も

　
　
　
　
ば
、
昭
和
十
五
年
二
月
十
一
日
か
ら
わ
た
く
し
が
枕
冊
子
語
彙
総
索
8
1
の
　
　
　
　
　
流
布
し
て
い
る
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
の
本
文
を
採
つ
た
が
、
そ
の
誤
脱
を

　
　
　
　
カ
ー
ド
を
採
り
は
じ
め
た
と
き
に
は
、
岩
波
文
庫
所
収
の
春
曙
抄
本
に
よ
　
　
　
　
　
現
存
す
る
最
古
の
写
本
前
田
家
本
に
よ
つ
て
校
訂
し
た
。
ま
た
『
春
曙
抄

　
　
　
　

つ
て作
業
し
た
の
で
あ
つ
た
。
が
、
満
六
箇
月
懸
命
に
努
力
し
て
そ
の
三
　
　
　
　
　
本
』
に
つ
い
で
、
学
界
に
信
頼
あ
る
三
巻
本
の
異
文
を
設
問
に
出
し
、
比

　
　
　
　

分
の
一
近
く
進
ん
だ
と
き
、
そ
の
本
文
の
信
愚
性
に
ぐ
ら
つ
き
を
感
じ
　
　
　
　
較
対
照
に
便
し
た
」
と
あ
り
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
刊
今
泉
忠
義
博
士
の

　
　
　
　
た
。
文
庫
本
の
誤
植
は
木
版
本
に
よ
つ
て
訂
正
し
つ
つ
進
め
た
が
、
春
曙
　
　
　
　
　
「
枕
草
子
」
（
新
註
国
文
叢
書
改
訂
版
）
の
は
し
が
き
に
「
本
書
の
本
文

　
　
　
　

抄
本文
そ
の
も
の
に
対
す
る
不
安
は
、
わ
た
く
し
に
作
業
を
中
絶
せ
し
め
　
　
　
　
　
は
旧
版
同
様
、
春
曙
抄
本
に
拠
つ
た
。
改
訂
に
方
つ
て
本
文
と
し
て
は
春

　
　
　
　
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
を
三
巻
本
系
統
本
と
し
て
そ
の
当
時
活
字
　
　
　
　
　
曙
抄
本
よ
り
も
優
れ
た
三
巻
本
に
拠
つ
た
も
の
か
と
も
思
つ
た
が
、
三
巻

　
　
　
　
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
藤
村
作
博
士
編
「
清
少
納
言
枕
草
子
」
（
至
文
堂
刊
）
　
　
　
　
本
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
も
な
い
ら
し
く
、
正
読
本
・
入
学
試
験
問

　
　
　
　
そ
の
他
に
よ
つ
て
疑
問
箇
所
を
ち
よ
つ
と
あ
た
る
だ
け
で
も
春
曙
抄
本
文
　
　
　
　
　
題
な
ど
も
、
依
然
と
し
て
春
曙
抄
で
あ
る
今
日
で
は
、
再
び
春
曙
抄
の
本

願

　
　
　
に
疑
惑
を
お
ぼ
え
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
春
曙
抄
本
文
に
　
　
　
　
文
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
」
と
あ
る
現
状
で
あ
る
。



6
0

　
　　
『
枕
草
子
の
精
神
と
釈
義
』
（
同
前
）
の
底
本
は
、
三
巻
本
（
第
一
類
は
宮
内
　
　
　
　
　
　
古
典
文
学
の
解
釈
は
作
者
の
原
文
ま
た
は
自
筆
本
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

　
　
省
図
書
寮
本
、
第
二
類
は
狩
谷
図
書
館
本
及
び
岩
瀬
文
庫
本
）
を
用
い
て
い
　
　
　
　
　
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
原
文
が
な
い

　
　
る
。
同
書
の
釈
義
篇
の
凡
例
に
「
現
存
諸
本
に
於
い
て
、
一
箇
の
枕
草
子
と
し
　
　
　
　
　
場
合
は
、
後
人
の
写
本
あ
る
い
は
、
後
世
の
板
本
（
古
活
字
本
を
含
む
）

　
　

て
は
と
も
か
く
、
少
く
と
も
そ
の
語
彙
語
法
の
上
か
ら
み
る
時
、
こ
の
系
統
の
　
　
　
　
な
ど
の
で
き
る
だ
け
多
く
を
参
看
校
合
し
て
、
た
と
え
部
分
的
に
で
も
、

　
　
本
文
が
最
も
損
傷
の
程
度
が
少
く
、
も
と
の
形
態
を
留
め
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
一
字
一
句
で
も
、
作
者
の
原
文
と
お
ぼ
し
き
本
文
に
さ
か
の
ぼ

　
　

れる
か
ら
で
あ
る
」
な
ど
と
あ
る
。
ま
た
、
同
「
は
し
が
き
」
に
「
池
田
亀
鑑
　
　
　
　
　
る
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
に
も
と
つ
い
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

氏は
じ
め
、
索
引
本
文
篇
編
纂
に
つ
い
て
、
常
に
御
指
導
御
鞭
燵
を
い
た
だ
い
　
　
　
　
　
　
し
ば
し
ば
引
い
た
例
で
あ
る
が
、
『
枕
冊
子
』
の
「
す
さ
ま
じ
き
も
の
」

　
　

て
ゐ
る
諸
学
」
と
も
あ
り
、
自
ら
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
三
段
）
の
中
で
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
か
ぴ

　
　
　
枕
冊
子
語
彙
総
索
引
の
カ
ー
ド
を
採
り
は
じ
め
た
田
中
は
岩
波
文
庫
所
収
の
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
死
に
た
る
牛
飼
。

　
　
春
曙
抄
本
に
よ
っ
て
作
業
し
た
が
、
春
曙
抄
本
文
に
多
く
の
不
審
が
あ
り
、
　
　
　
　
　
と
定
本
化
さ
れ
て
い
る
本
文
が
昭
和
二
十
年
前
後
ま
で
は

　
　

「そ
の
た
め
、
わ
た
く
し
は
そ
の
カ
ー
ド
を
全
部
す
て
た
」
の
で
あ
る
。
当
時
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
に
く
み
た
る
牛
飼
。

　
　
は
「
一
般
に
お
け
る
春
曙
抄
本
文
に
対
す
る
信
頼
性
は
い
ま
だ
強
く
つ
づ
い
　
　
　
　
　
の
本
文
で
読
ま
れ
て
い
た
の
を
、
筆
者
は
現
存
伝
本
の
本
文
の
多
く
を
調

　
　
た
」
と
あ
る
よ
う
に
『
枕
草
子
』
を
読
む
場
合
、
春
曙
抄
に
よ
っ
て
い
た
の
で
　
　
　
　
　
査
参
看
す
る
こ
と
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
の

　
　
あ
る
。
田
中
が
ま
ず
本
文
研
究
に
携
わ
ら
ず
に
お
れ
な
か
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
・
に
た
る
↓
う
し
く
に
た
る
↓
う
し
に
く
み
た
る

　
　

の
であ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
誤
ま
ら
れ
て
来
た
事
実
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
、
「
す
さ
ま
じ
」
と
い

　
　
　
さ
ら
に
田
中
は
「
枕
草
子
の
解
釈
の
方
法
ー
「
こ
れ
に
こ
そ
あ
り
け
れ
」
（
三
　
　
　
　
　
う
形
容
詞
の
も
つ
意
味
は

　
　
巻
本
「
う
れ
し
き
も
の
」
）
の
解
釈
1
」
（
『
枕
草
子
講
座
』
第
三
巻
、
有
精
　
　
　
　
　
当
然
あ
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
備
わ
る
べ
き
条
件
が
備
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　
堂
、
一
九
七
五
〈
昭
和
五
〇
〉
年
一
二
月
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
校
本
の
　
　
　
　
　
期
待
は
ず
れ
で
あ
る
。
季
節
は
ず
れ
で
あ
る
。
な
ど
ハ
ズ
レ
テ
イ
ル
こ
と

　
　
意
義
や
必
要
を
説
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
対
す
る
興
味
索
然
た
る
気
持
を
述
べ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
メ
　
　
　
メ

　
　
　
　
　

平安
時
代
の
古
典
文
学
の
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
に
く
み
た
る
牛
飼
。

　
　
　
　

作者
の
原
文
と
い
う
か
自
筆
本
が
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
の
誤
謬
本
文
に
よ
っ
て
む
り
な
解
釈
や
鑑
賞
を
す
る
よ
り
も
、
水
上
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ぽ
　
　
　
　
　
く
　
る
　
ま

　
　
　
　
　

『清
少
納言
枕
草
子
』
の
作
者
の
み
ず
か
ら
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
　
　
　
　
が
っ
た
河
童
と
か
自
動
車
の
な
い
運
転
手
と
か
の
よ
う
に
当
然
そ
の
人
そ

　
　
　
　

『枕
草
子
』
の
本
文
は
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
将
来
も
も
　
　
　
　
　
の
も
の
に
あ
る
べ
き
は
ず
の
も
の
が
な
か
っ
た
り
、
欠
け
て
い
る
の
が

　
　
　
　
う
出
て
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
さ
ま
じ
き
も
の
」
な
の
で
あ
る
と
し
て
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ぱ

　
　
　
　
　
　　
（
商
売
道
具
ノ
）
牛
（
ガ
V
死
に
た
る
牛
飼
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
『
校
本
枕
冊
子
』
全
五
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
用
例
検
索
な
ど
に

　
　
　
　
の

本
文
が
そ

の

意
に
適
し
、
か
つ
伝
存
本
文
と
し
て
よ
り
古
く
、
正
し
い
　
　
　
　
　
は
事
欠
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　

本文
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
証
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
著
書
の
宣
伝
に
な
る
が
、
『
枕
草
子
』
の
解
釈
に
は
、
ま
ず
校

　
　
　
　
　
こ
う
し
た
本
文
校
訂
に
は
校
訂
者
と
い
う
人
間
の
思
考
力
、
解
釈
力
を
　
　
　
　
　
本
を
用
意
す
る
必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　第
一
条
件
と
す
る
こ
と
は
も
ろ
う
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
実
証
に
は
そ
の
本
　
　
　
　
刊
行
当
時
か
ら
、
『
校
本
枕
冊
子
』
は
学
界
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
　
　
　
文
校
訂
に
必
要
な
材
料
、
つ
ま
り
諸
本
の
本
文
を
調
査
す
る
こ
と
も
ま
た
　
　
　
い
ま
書
評
を
引
い
て
み
る
。
ま
ず
岸
上
慎
二
「
田
中
重
太
郎
氏
編
著
「
校
本
枕

　
　
　
　
き
わ
め
て
た
い
せ
つ
で
あ
る
。
本
文
を
自
己
の
思
い
つ
き
や
単
な
る
論
理
　
　
　
冊
子
」
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
五
六
〈
和
三
一
〉
年
＝
月
号
）
に
次
の

　
　
　
　
的
条
件
だ
け
で
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
　
　
　
さ
て
、
諸
本
文
を
校
訂
す
る
に
は
、
伝
存
諸
本
文
を
対
照
し
て
参
看
研
　
　
　
　
　
　
池
田
博
士
の
「
文
献
学
的
国
文
学
の
方
法
は
、
徹
底
的
に
客
観
主
義
を

　
　
　
　
究
す
る
一
覧
表
が
ぜ
ひ
ほ
し
い
。
そ
れ
は
句
読
点
・
濁
点
な
ど
を
つ
け
　
　
　
　
　
推
し
進
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
云
々
」
と
い
ふ
態
度
の
と
ら
れ

　
　
　
　
ず
、
で
き
る
な
ら
ば
漢
字
草
仮
名
の
字
体
ま
で
わ
か
る
も
の
で
あ
り
た
い
　
　
　
　
　
て
い
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
収
載
諸
本
が
幅
広
く
ゆ

　
　
　
　
し
、
章
段
に
よ
る
改
行
な
ど
を
し
な
い
写
本
・
板
本
の
ま
ま
の
形
態
を
望
　
　
　
　
　
き
わ
た
り
、
質
に
お
い
て
も
優
秀
な
も
の
が
多
量
に
集
め
ら
れ
て
い
る
こ

　
　
　
　
む
か
ら
こ
れ
ら
を
コ
ロ
タ
イ
プ
・
オ
フ
セ
ッ
ト
・
写
真
凸
版
な
ど
に
印
励
　
　
　
　
と
が
、
も
つ
と
も
望
ま
し
い
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
事
情
も
あ
つ
て
、

　
　
　
　
し
公
刊
し
て
研
究
者
に
利
用
し
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
一
つ
の
　
　
　
　
　
例
へ
ば
所
蔵
者
の
承
諾
を
え
ら
れ
ぬ
と
か
、
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と

　
　
　
　
作
品
に
対
し
て
何
十
種
類
の
写
本
・
板
本
の
す
べ
て
の
異
本
の
影
印
本
化
　
　
　
　
　
は
、
な
か
な
か
む
つ
か
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
田
中
氏
の
校
本
枕
冊
子

　
　
　
　
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
字
体
は
現
行
の
漢
字
・
か
な
と
し
、
章
段
な
　
　
　
　
　
は
、
今
日
ま
で
に
発
見
報
告
せ
ら
れ
た
、
殆
ん
ど
と
い
つ
て
よ
い
く
ら
い

　
　
　
　
ど
を
切
っ
た
『
校
本
』
が
編
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
枕
草
子
』
の
場
合
　
　
　
　
　
の
諸
本
が
収
め
ら
れ
て
を
り
（
中
略
）
そ
の
点
、
こ
れ
以
上
は
今
日
望

　
　
　
　
は
、
小
著
『
校
本
枕
冊
子
』
（
三
巻
）
は
便
宜
的
な
校
本
で
あ
る
が
、
本
　
　
　
　
　
め
さ
う
も
な
い
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
が
第
一
の
特
色
と
い
へ
よ
う
。
（
中

　
　
　
　
文
の
語
句
異
同
な
ど
は
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
ず
ま
ず
た
し
　
　
　
　
略
）
「
使
い
易
く
、
親
し
み
易
い
校
本
」
と
い
ふ
目
的
を
も
つ
て
（
中
略
）

　
　
　
　

かめ
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
『
校
本
枕
冊
子
』
の
底
本
で
あ
る
伝
能
因
　
　
　
　
　
一
目
瞭
然
と
、
そ
の
本
文
関
係
が
諒
解
せ
ら
れ
る
。
（
中
略
）
嘗
て
、
大

　
　
　
　

本本
文
に
つ
い
て
の
総
語
彙
は
『
校
本
枕
冊
子
総
索
引
』
第
－
部
に
よ
っ
　
　
　
　
　
正
十
五
年
四
月
春
季
特
別
号
の
、
国
語
と
国
文
学
の
誌
上
に
お
い
て
、
和

　
　
　
　

て調
査
で
き
る
し
、
『
枕
冊
子
』
の
三
巻
本
・
前
田
本
・
堺
本
の
各
系
統
　
　
　
　
　
辻
哲
郎
博
士
か
ら
「
（
中
略
）
本
文
批
評
の
現
状
は
甚
だ
自
分
に
あ
き
た

　
　
　
　
本
文
に
お
け
る
自
立
語
は
す
べ
て
こ
れ
を
品
詞
別
に
『
校
本
枕
冊
子
総
索
　
　
　
　
　
ら
な
い
」
云
々
（
中
略
）
と
お
叱
り
を
受
け
た
事
が
あ
つ
た
。
こ
の
お
灸

茄

　
　
　
引
』
第
登
部
に
こ
れ
を
収
め
た
の
で
、
『
清
少
納
言
枕
冊
子
』
の
総
語
彙
　
　
　
　
　
は
、
昭
和
に
入
つ
て
の
枕
草
子
の
本
文
批
判
の
劃
期
的
前
進
を
呼
び
起
す



磁

　
　
　
原
動
力
と
な
つ
た
と
い
つ
て
よ
く
、
枕
草
子
の
本
文
研
究
史
上
、
と
く
に
　
　
　
　
　
対
し
て
礼
儀
を
重
ん
ず
る
立
場
を
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
礼
儀
よ
り

　
　
　
　

忘
れえ
ぬ
事
柄
で
あ
る
。
池
田
博
士
の
（
中
略
）
論
文
に
よ
り
（
中
略
）
　
　
　
　
も
批
評
の
方
を
大
切
に
考
え
る
立
ち
場
と
の
ち
が
い
で
あ
る
が
、
礼
儀
を

　
　
　
　

四系
統
説
が
確
立
（
中
略
）
こ
う
い
う
下
地
が
築
か
れ
つ
・
あ
つ
た
と
こ
　
　
　
　
　
大
切
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
種
の
仕
事
が
で
き
た
の
で
あ
る
と
も
言
え

　
　
　
　

ろ
に
、
田
中
氏
の
研
究
が
は
じ
ま
り
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
わ
た
し
の
注
文
は
無
理
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

「池田
博
士
の
（
中
略
V
論
文
に
よ
り
（
中
略
）
四
系
統
説
が
確
立
（
中
略
）
　
　
　
　
前
述
の
岸
上
慎
二
の
書
評
の
引
用
冒
頭
に
、
池
田
博
士
の
「
文
献
学
的
国
文

　
　
こう
い
う
下
地
が
築
か
れ
つ
・
あ
つ
た
」
な
ど
と
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
田
　
　
　
学
の
方
法
は
…
…
」
と
あ
る
池
田
博
士
は
池
田
亀
鑑
の
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
書

　
　
中
の
業
績
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
、
と
り
わ
け
池
田
亀
鑑
の
研
究
を
引
き
継
い
　
　
　
評
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
田
中
の
校
本
は
池
田
の
『
枕
草
子
』
研
究
を

　
　

で
いる
。
ま
た
、
楠
道
隆
「
田
中
重
太
郎
氏
編
著
『
校
本
枕
冊
子
ご
（
『
文
学
』
　
　
　
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
そ
の
文
献
学
的
方
法
を
継
承
し
て
い
る
。
久
松
潜
一
「
池
田

　
　　
一
九
五
入
〈
昭
和
三
三
〉
年
三
月
）
は
「
計
六
五
六
頁
の
大
冊
で
あ
る
。
量
も
　
　
　
博
士
と
文
献
学
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
追
悼
号
、
一
九
五
七
く
昭
和
三
二
年
二

　
　
さ
り
な
が
ら
、
こ
の
内
容
の
典
暑
田
さ
、
ま
っ
た
く
期
待
以
上
で
あ
る
。
必
要
以
　
　
　
月
号
）
に
よ
っ
て
池
田
の
学
問
を
略
述
す
れ
ば
、
「
文
献
学
と
い
ふ
学
問
の
性

　
　

上
であ
る
。
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
た
い
へ
ん
な
本
で
あ
る
。
（
中
略
）
学
歴
の
上
　
　
　
格
に
於
て
は
上
田
博
士
や
芳
賀
博
士
が
独
逸
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ィ
を
移
入
し
て
、

　
　

から
も
、
経
済
的
に
も
、
肉
体
的
に
も
わ
た
し
よ
り
は
不
利
で
あ
る
立
場
の
田
　
　
　
こ
れ
を
文
献
学
と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
近
世
の
国
学
を
日
本
文
献
学

　
　
中
氏
が
や
っ
た
の
だ
か
ら
わ
た
し
の
驚
歎
は
大
き
い
。
（
中
略
）
狡
本
を
つ
く
　
　
　
と
さ
れ
た
。
池
田
氏
は
そ
の
立
場
か
ら
は
じ
め
は
文
献
学
を
扱
つ
て
居
ら
れ

　
　
る
事
が
ど
ん
な
に
困
難
な
事
か
…
（
中
略
）
誠
意
が
あ
れ
ば
こ
そ
氏
に
す
べ
て
　
　
　
た
が
、
次
第
に
そ
れ
と
は
異
な
る
学
問
的
性
格
を
文
献
学
に
与
へ
ら
れ
て
ゐ

　
　

の
人は
カ
し
た
と
言
え
る
」
な
ど
と
驚
歎
の
言
葉
を
連
ね
、
次
の
よ
う
に
評
す
　
　
　
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、
古
代
学
と
し
て
の
文
献
学
は
対
象
性
と
方
法
性
と
が
分

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
し
て
ゆ
く
に
至
り
、
「
佐
佐
木
信
綱
博
士
の
文
献
学
に
於
て
す
で
に
さ
う
い

　
　
　
　
　

底
本を
伝
能
因
本
に
し
た
事
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
誤
解
も
お
こ
っ
た
ら
　
　
　
ふ
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
池
田
氏
の
文
献
学
も
方
法
と
し
て
の
文
献
学
が
中
心
に

　
　
　
　
し
く
（
中
略
）
次
に
校
本
の
形
式
で
あ
る
が
、
別
欄
校
異
羅
列
式
と
圏
点
　
　
　
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
日
本
に
於
て
の
み
な
ら
ず
欧
州
に
於
て
も

　
　
　
　
式
対
校
形
式
の
う
ち
、
後
者
を
採
用
さ
れ
た
事
（
中
略
）
一
目
瞭
然
で
あ
　
　
　
ベ
イ
ク
や
エ
ル
ツ
エ
の
文
献
学
が
次
第
に
対
象
と
し
て
の
文
化
学
か
ら
分
離
し

　
　
　
　
る
か
ら
と
て
も
便
利
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
本
文
の
読
み
方
次
第
で
ど
の
　
　
　
て
方
法
学
と
し
て
の
文
献
学
が
行
は
れ
て
来
た
こ
と
は
池
田
氏
も
ラ
ッ
ハ
マ
ン

　
　
　
　
よ
う
に
も
対
校
で
き
る
面
が
で
き
て
、
著
者
の
読
み
を
強
制
す
る
事
に
　
　
　
の
説
な
ど
を
挙
げ
て
説
い
て
ゐ
る
」
。
要
す
る
に
「
ベ
イ
ク
等
の
文
献
学
に
よ

　
　
　
　
な
る
。
（
中
略
）
註
釈
の
上
で
も
ゆ
き
届
い
た
研
究
を
つ
∨
け
て
居
ら
れ
　
　
　
り
な
が
ら
次
第
に
古
代
文
化
学
的
な
性
質
を
離
れ
て
文
献
そ
の
も
の
を
対
象
と

　
　
　
　
る
た
め
、
危
険
は
可
能
な
限
り
予
防
さ
れ
て
い
る
（
中
略
）
（
諸
本
解
説
　
　
　
す
る
文
献
学
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
土
佐
日
記
の
本
文
批
評
を
詳

　
　
　
　
に
つ
い
て
）
す
こ
ぶ
る
控
え
目
に
し
か
書
い
て
お
ら
れ
な
い
。
本
と
人
に
　
　
　
細
に
扱
つ
た
「
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
」
（
昭
和
十
六
年
）
に
至



　
　

つ
てそ
の
点
を
は
つ
き
り
さ
れ
た
と
見
ら
れ
し
、
「
文
献
学
的
研
究
の
諸
段
階
の
　
　
　
　
　
に
心
に
も
な
い
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
田
中

　
　
中
で
ど
の
段
階
に
文
献
学
的
研
究
の
中
心
を
お
か
れ
て
い
た
か
と
い
ふ
に
、
本
　
　
　
　
　
兄
、
お
互
ひ
に
本
道
だ
け
は
見
誤
ら
な
い
で
ゐ
ま
せ
う
。
「
校
異
枕
冊
子
」

　
　

文
批評
、
即
ち
古
典
の
批
判
的
処
置
に
文
献
学
の
主
要
な
任
務
を
お
か
れ
て
ゐ
　
　
　
　
　
こ
れ
は
あ
な
た
を
措
い
て
誰
が
な
し
う
る
で
せ
う
。
ぜ
ひ
や
り
と
げ
て
下

　
　
た
。
基
礎
的
研
究
と
言
つ
て
も
書
誌
学
的
段
階
に
中
心
を
お
く
立
場
や
、
注
釈
　
　
　
　
　
さ
い
。
世
俗
的
な
名
聲
、
そ
れ
が
何
で
す
か
。
　
一
切
の
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル

　
　
的
方
向
に
中
心
を
お
く
立
場
が
あ
る
が
、
池
田
氏
は
本
文
批
評
的
研
究
に
文
献
　
　
　
　
　
を
私
は
斥
け
た
い
。
大
兄
の
仕
事
を
助
手
以
下
の
仕
事
と
す
る
徒
輩
は
、

　
　

学
の中
心
を
お
か
れ
た
や
う
で
あ
る
」
。
近
世
国
学
の
伝
統
を
ふ
ま
え
て
、
「
上
　
　
　
　
　
そ
の
助
手
に
さ
へ
な
れ
ぬ
代
物
で
す
。
古
活
字
本
を
も
と
と
す
る
考
へ
方

　
　
田
博
士
」
（
上
田
萬
年
、
一
八
六
七
〈
慶
応
三
〉
年
～
一
九
三
七
〈
昭
和
二
一
〉
　
　
　
　
は
、
な
ぜ
古
活
字
本
の
原
流
を
き
は
め
ぬ
の
か
。
高
野
本
、
富
岡
本
（
大

　
　
年
）
、
「
芳
賀
博
士
」
（
芳
賀
矢
一
、
一
八
六
七
〈
慶
応
三
〉
年
～
一
九
二
七
〈
昭
　
　
　
　
　
兄
御
存
」
（
以
上
一
枚
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
メ

　
　
和
二
〉
年
）
の
移
入
し
た
ド
イ
ツ
文
献
学
の
理
論
と
方
法
を
引
き
継
ぎ
、
日
本
　
　
　
　
　
ぜ
ひ
序
文
を
か
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
位
な
ど
に
恋
々
と
し
て
ゐ

　
　
の

古典
文
学
の
基
礎
研
究
と
し
て
の
本
文
批
評
的
研
究
を
確
立
し
た
の
で
あ
　
　
　
　
　
る
中
に
、
光
陰
は
去
つ
て
行
き
ま
す
。
御
自
愛
下
さ
い
。
切
に
切
に
御
自

　
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
下
さ
い
。
富
岡
本
に
よ
つ
て
高
野
本
の
上
巻
が
大
体
補
は
れ
ま
す
か

　
　
　

池田
と
田
中
の
交
誼
は
「
校
本
枕
冊
子
』
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
る
池
田
が
著
　
　
　
　
　
ら
、
こ
の
機
會
に
「
校
異
本
」
に
大
馬
力
を
か
け
て
下
さ
い
。

　
　
し
た
序
文
の
存
在
か
ら
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
校
本
に
関
わ
り
、
　
　
　
　
　
　
近
ご
ろ
小
生
の
腰
折
、
御
笑
覧
に
供
し
ま
す
。

　
　
田
中
宛
の
池
田
亀
鑑
の
書
簡
一
通
を
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
な
ら
ぬ
身
に
は
あ
れ
ど
も
こ
の
一
事
な
し
と
げ
ず
し
て
い
か
で
死
す

　
　
　
中
沢
書
店
古
書
目
録
『
中
沢
』
1
5
号
（
平
成
二
年
）
に
写
真
が
載
る
書
簡
　
　
　
　
　
　
べ
き

　
　
であ
る
。
同
目
録
に
は
「
一
通
十
万
円
　
昭
和
2
7
年
（
5
5
歳
）
頃
　
ペ
ン
『
桃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
三
日
　
亀
鑑
記

　
　
園
文
庫
用
箋
』
6
枚
6
2
行
完
　
田
中
重
太
郎
宛
　
保
存
良
　
封
筒
共
『
校
本
枕
　
　
　
　
　
　
田
中
学
兄

　
　
冊子
』
の
序
文
依
頼
に
対
す
る
返
書
か
『
源
氏
物
語
大
成
』
刊
行
間
近
の
昂
　
　
　
　
　
　
二
伸
　
か
ね
て
御
配
慮
を
い
た
ゾ
い
て
ゐ
ま
し
た
陽
明
文
庫
の
件
、
当

　
　
揚
感
を
窺
わ
せ
る
好
書
簡
」
、
封
筒
宛
先
は
「
京
都
市
中
京
区
西
之
京
中
保
町
　
　
　
　
　
分
見
せ
て
い
た
ザ
け
さ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ま
こ
と
し

　
　

五
五
　田
中
重
太
郎
様
　
侍
史
」
と
あ
る
。
以
下
、
同
目
録
掲
載
の
写
真
よ
り

　
　
引
用
。
6
枚
の
う
ち
2
枚
が
載
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
亀
鑑
は
『
土
左
日
記
』
の
貫
之
自
筆
本
の
探
求
を
実
践
例
と
し
て
『
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』
〈
岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
〉
に
お
い

　
　
　
　
　
お
手
紙
あ
り
が
た
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
御
病
人
が
お
あ
り
で
し
た
　
　
　
て
、
そ
の
文
献
学
的
理
論
と
方
法
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
、
『
源
氏
物
語
大
成
』

碍

　
　
　
由
皆
様
早
く
御
本
復
の
ほ
ど
祈
つ
て
を
り
ま
す
。
お
互
ひ
に
生
き
る
た
め
　
　
　
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
三
年
～
五
六
年
）
と
し
て
成
果
を
実
ら
せ
た
。
「
源
氏



磁

　　
物
語
』
に
お
け
る
池
田
の
業
績
に
な
ら
う
が
如
く
、
田
中
の
『
枕
草
子
』
の
校
　
　
　
資
料
に
つ
い
て
も
吉
田
氏
の
尽
し
て
下
さ
つ
た
恩
恵
は
実
に
深
く
大
き
い
。
わ

　
　
本
作
成
は
評
価
さ
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
し
は
な
ん
と
い
つ
て
お
礼
し
て
よ
い
や
ら
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
。
前
述

　
　
　

『校
本
枕
冊子
』
は
、
原
稿
の
焼
失
と
い
う
災
厄
や
病
気
な
ど
様
々
な
困
難
　
　
　
の
「
下
巻
末
に
」
の
文
章
に
は
、
「
と
り
わ
け
て
、
吉
田
幸
一
氏
に
は
、
こ
と

　
　
を
乗
り
越
え
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
発
行
者
は
吉
田
幸
　
　
　
ば
で
は
尽
く
せ
ぬ
、
か
ず
か
ず
の
、
そ
し
て
き
は
め
て
深
い
恩
恵
に
あ
つ
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ぼ

　
　　
一
、
発
行
所
は
古
典
文
庫
で
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
理
解
者
の
支
援
に
田
中
は
謝
　
　
　
た
」
と
あ
り
、
具
体
的
な
「
吉
田
氏
の
お
か
げ
」
を
記
し
て
い
る
。
総
索
引
第

　
　

辞を
惜
し
ま
な
い
。
校
本
完
成
に
至
る
詳
細
な
経
緯
は
本
論
の
趣
旨
と
は
い
さ
　
　
　
1
部
の
「
祓
」
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
さ
か
外
れ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
校
本
の
仕
事
が
個
入
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
性
　
　
　
　
　
　
吉
田
博
士
に
は
、
「
校
本
枕
冊
子
」
刊
行
以
前
か
ら
公
私
と
も
に
な
み

　
　
質
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
他
の
校
本
の
例
、
『
校
本
万
葉
集
』
や
『
源
氏
　
　
　
　
　
な
み
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
つ
て
来
た
が
、
校
本
本
文
篇
三
冊
作
成
に
あ
た

　
　
物
語
大
成
』
な
ど
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
明
ら
か
で
あ
る
。
添
付
さ
れ
た
田
　
　
　
　
　
つ
て
多
く
の
御
蔵
書
の
恩
借
、
そ
れ
を
火
災
に
よ
つ
て
損
壊
し
た
わ
た
く

　
　
中
の
文
章
（
序
や
駿
な
ど
）
に
み
え
る
多
く
の
人
々
へ
の
謝
辞
は
『
校
本
枕
冊
　
　
　
　
　
し
へ
の
あ
り
が
た
い
御
宥
恕
、
そ
の
う
へ
病
気
で
た
ふ
れ
た
わ
た
く
し
へ

　
　
子
』
が
共
同
研
究
で
あ
る
こ
と
を
い
み
じ
く
も
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
の
献
身
的
な
御
援
助
な
ど
そ
の
他
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
御
恩
に
あ
つ
か
つ

　
　
な
か
で
も
吉
田
幸
一
に
対
し
て
は
田
中
自
身
も
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
　
　
　
　
　
て
来
た
。
こ
の
総
索
引
の
刊
行
に
つ
い
て
も
期
日
の
こ
と
そ
の
他
で
御
迷

　
　
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惑
を
か
け
て
来
た
が
、
こ
こ
に
「
校
本
枕
冊
子
」
全
五
巻
を
刊
行
す
る
に

　
　
　

上巻
の
序
（
池
田
亀
鑑
筆
）
に
「
猶
、
氏
の
大
業
を
完
成
さ
せ
る
為
に
終
始
　
　
　
　
あ
た
つ
て
博
士
の
親
身
も
お
よ
ば
ぬ
御
慈
愛
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し

　
　　
一
貫
変
ら
ぬ
至
誠
と
友
情
を
捧
げ
た
学
者
と
し
て
、
吉
田
幸
一
氏
を
紹
介
し
そ
　
　
　
　
　
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

の功
を
讃
へ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
田
中
氏
に
寄
せ
ら
れ
た
友

　
　
情
と
い
ふ
も
の
は
普
通
の
「
友
情
」
の
概
念
を
は
る
か
に
超
え
て
、
天
上
の
愛

　
　を
思
は
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
・
も
し
吉
鍵
の
涙
ぐ
ま
し
獲
助
が
な
か
つ
　
　
三
、
『
枕
冊
子
全
注
釈
丁
枕
草
子
研
究
②

　
　
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
今
日
の
田
申
氏
の
偉
業
は
、
中
途
挫
折
し
て
ゐ
た
か
も
し
　
　
　
『
枕
冊
子
全
注
釈
』
の
第
一
巻
（
五
五
〇
ペ
ー
ジ
、
全
四
巻
の
予
定
で
あ
っ

　
　

れま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
学
界
稀
に
き
く
美
談
で
あ
り
ま
す
」
と
み
え
、
同
じ
く
　
　
　
た
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
二
〈
昭
和
四
七
〉
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ

　
　
自
序
に
も
「
本
書
の
成
る
に
当
つ
て
生
み
の
親
と
も
申
す
べ
き
恩
人
が
二
人
あ
　
　
　
る
。
角
川
書
店
の
日
本
古
典
評
釈
全
注
釈
叢
書
の
ひ
と
つ
と
し
て
（
第
十
七
回

　
　
る
。
池
田
亀
鑑
博
士
と
吉
田
幸
一
氏
で
あ
る
。
（
中
略
）
池
田
博
士
は
い
つ
か
　
　
　
配
本
と
し
て
）
出
さ
れ
て
い
る
。
田
中
に
と
っ
て
は
、
日
本
古
典
全
書
『
枕
冊

　
　

「吉
田
さ
ん
は
あ
な
た
の
本
を
作
り
に
生
ま
れ
て
来
ら
れ
た
人
の
や
う
で
す
ね
」
　
　
子
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
七
〈
昭
和
二
二
〉
年
）
な
ど
に
続
く
、
『
枕
草

　
　
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
本
書
の
編
纂
刊
行
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
　
　
　
子
』
全
本
文
の
校
注
で
あ
っ
た
。
日
本
古
典
全
書
が
『
枕
草
子
』
四
系
統
の
う



　
　
ち
、
「
三
巻
本
」
を
底
本
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
当
該
全
注
釈
は
「
能
因
　
　
　
　
　
さ
ら
に
校
訂
し
、
そ
の
あ
と
に
「
校
異
」
を
新
し
く
加
え
、
「
通
釈
」
に

　
　
本
し
を
底
本
に
し
て
い
る
（
主
底
本
は
三
条
西
家
旧
蔵
学
習
院
大
学
国
文
学
研
　
　
　
　
手
を
入
れ
、
さ
ら
に
「
語
釈
〉
の
礎
稿
に
対
し
て
、
そ
の
数
倍
、
と
き
に

　
　

究
室
蔵本
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
陪
以
上
も
書
き
加
え
て
で
き
る
だ
け
諸
説
を
引
き
、
ま
た
、
わ
が
説
を

　
　
　

凡
例に
は
「
本
文
」
「
校
異
」
「
通
釈
」
「
語
釈
」
「
補
説
」
「
評
」
「
挿
図
・
写
　
　
　
　
　
多
く
開
陳
し
て
「
評
」
「
補
説
」
と
し
た
。
（
中
略
）
し
か
し
、
美
し
い
文

　
　
真
・
地
図
」
「
索
引
〉
「
参
照
文
献
略
号
」
の
九
項
欝
が
あ
が
る
。
た
と
え
ば
　
　
　
　
　
字
で
書
か
れ
た
、
魅
力
的
な
、
森
本
氏
の
礎
稿
が
な
か
っ
た
ら
本
書
の
執

　
　

「語釈
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筆
は
さ
ら
に
お
く
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
し
る
し
て
森
本
茂
氏
に

　
　
　
　
　

語句
の
意
昧
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
説
こ
う
と
し
た
が
、
自
　
　
　
　
あ
つ
く
御
礼
串
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　

分
の学
力
に
限
度
が
あ
っ
て
簡
略
に
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
能
　
　
　
　
次
い
で
「
本
書
の
礎
稿
に
は
旧
著
『
枕
草
子
薪
釈
』
（
昭
和
二
十
八
年
六
月

　
　
　
　
因
本
本
文
の
『
枕
冊
子
』
の
全
注
釈
と
し
て
、
本
書
は
最
初
の
も
の
で
あ
　
　
　
要
書
房
刊
）
を
も
用
い
た
。
こ
の
書
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
が
、
本
文
の

　
　
　
　
る
と
同
時
に
、
『
枕
冊
子
』
の
語
彙
注
釈
と
し
て
本
書
は
も
っ
と
も
詳
し
　
　
　
底
本
を
伝
能
因
所
持
本
系
統
の
三
条
西
家
旧
蔵
本
に
採
り
、
六
十
五
章
を
選

　
　
　
　

いも
の
で
あ
り
た
い
と
念
じ
て
執
筆
し
た
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
く
。
結
　
　
　
び
、
本
文
、
語
釈
、
通
釈
、
評
に
わ
け
て
略
説
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

　
　
　
　

論だ
け
で
な
く
、
そ
の
用
例
を
あ
げ
、
で
き
る
だ
け
博
捜
し
、
詳
し
く
引
　
　
　
序
説
を
読
み
通
す
と
、
そ
れ
ま
で
の
本
文
研
究
や
注
釈
活
動
を
集
大
成
す
る
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぽ

　
　
　
　

用し
た
が
、
そ
の
場
合
、
単
行
本
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
は
『
』
、
　
　
　
気
込
み
が
見
て
取
れ
る
。

　
　
　
　
研究
論
文
に
は
「
　
」
を
付
し
て
識
別
を
容
易
に
し
た
。
な
お
園
魍
に
　
　
　
　
そ
の
注
釈
姿
勢
に
つ
い
て
、
「
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
ね
こ
は
（
第
七
段
）
」
を

　
　
　
　
説き
き
れ
な
い
と
き
は
、
襯
園
あ
る
い
は
囲
の
中
で
解
釈
し
た
と
こ
ろ
　
　
　
例
に
し
て
以
下
に
考
察
し
た
い
。
『
枕
草
子
大
事
典
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一

　
　
　
　
も
か
な
り
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）
の
主
要
章
段
解
説
「
う
へ
に
さ
ぶ
ら
ふ
御
ね
こ
は
（
第
七
段
）
」
に
よ
り

　
　
　
こ
の
凡
例
の
前
に
序
説
と
「
能
因
本
枕
冊
子
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。
後
者
　
　
　
【
章
段
の
内
容
略
説
】
を
参
照
に
引
く
。
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
筋
立
て
で
あ
る
。

　
　
に
自
著
「
『
枕
草
子
」
伝
本
研
究
の
現
段
階
」
（
「
月
刊
文
法
」
昭
和
四
六
年
二
　
　
　
以
下
、
便
宜
改
行
し
て
引
用
。

　
　
月
号
）
を
引
い
て
、
能
因
本
を
底
本
に
用
い
た
意
図
を
説
明
す
る
。
前
者
に
　
　
　
　
　
①
従
五
位
下
を
賜
り
殿
上
を
聴
さ
れ
て
い
る
「
命
婦
の
お
と
“
」
と
い
う

　
　
は
『
枕
草
子
』
の
注
釈
研
究
史
や
当
該
全
注
釈
の
執
筆
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
　
　
　
　
　
　
一
条
天
皇
寵
愛
の
御
猫
が
昼
寝
し
て
い
た
の
を
、
「
翁
丸
」
と
い
う
犬

　
　
る
。
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
威
嚇
す
る
。

　
　
　
　
　
本
書
全
巻
の
礎
稿
は
、
十
数
年
前
に
森
本
茂
氏
に
お
ね
が
い
し
て
、
三
　
　
　
　
　
②
翁
丸
は
天
皇
の
命
を
受
け
た
蔵
人
た
ち
に
よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
、
「
犬
島
」

　
　
　
　

分
の
二
以

上は
、
つ
と
に
完
成
し
て
い
た
。
そ
の
礎
稿
は
本
文
と
通
釈
と
　
　
　
　
　
　
へ
追
放
さ
れ
る
。

砺　
　
　
語
釈
と
で
あ
っ
た
が
、
わ
た
く
し
は
こ
れ
を
原
稿
化
す
る
た
め
に
本
文
を
　
　
　
　
　
③
三
、
四
日
後
、
翁
丸
が
逃
げ
帰
り
蔵
人
た
ち
に
打
榔
さ
れ
で
死
ん
だ
と



砧

　
　
　　
　
の
一
報
が
中
宮
方
に
入
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
か
る
心
あ
る
も
の
な
り
け
り
」
と
笑
は
せ
給
ふ
。
上
の
女
房
な
ど
も
、

　
　
　
　
④
夕
方
、
中
宮
の
御
所
に
ひ
ど
く
腫
れ
て
苦
し
そ
う
に
歩
く
犬
が
現
れ
る
　
　
　
　
　
聞
き
て
、
ま
ゐ
り
あ
つ
ま
り
て
、
呼
ぶ
に
も
、
い
ま
ぞ
立
ち
動
く
。
「
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
が
、
翁
丸
で
は
な
い
と
の
判
断
に
到
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ
の
顔
な
ど
の
腫
れ
た
る
、
物
の
て
を
せ
さ
せ
ば
や
」
と
言
へ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
た
か

　
　
　
　
⑤
翌
朝
、
そ
の
犬
が
翁
丸
を
哀
れ
む
清
少
納
言
の
言
葉
に
身
を
震
わ
せ
て
　
　
　
　
　
「
つ
ひ
に
こ
れ
を
言
ひ
あ
ら
は
し
つ
る
こ
と
」
な
ど
笑
ふ
に
、
忠
隆
聞
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
ば
ん
ど
こ
ろ
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
べ

　
　
　
　
　
涙
を
流
し
、
翁
丸
と
判
明
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
台
盤
所
の
方
よ
り
、
「
さ
と
に
や
侍
ら
む
。
か
れ
見
は
べ
ら
む
」
と

　
　
　
　
⑥
翁
丸
は
、
勅
勘
が
解
け
て
元
の
身
の
上
に
復
帰
す
る
。
翁
丸
と
人
間
た
　
　
　
　
　
言
ひ
た
れ
ば
、
「
あ
な
ゆ
ゆ
し
。
さ
ら
に
さ
る
も
の
な
し
」
と
言
は
す
れ

　
　
　
　
　
ち
の
感
情
の
動
き
や
行
動
を
実
に
巧
妙
か
つ
リ
ア
ル
に
描
き
き
る
と
と
　
　
　
　
ば
、
「
さ
り
と
も
、
見
つ
く
る
を
り
も
侍
ら
む
。
さ
の
み
も
え
隠
さ
せ
た

　
　
　
　
　
も
に
、
犬
に
も
人
間
的
感
情
を
発
見
し
て
人
と
の
交
流
を
感
動
的
に
回
　
　
　
　
ま
は
じ
」
と
言
ふ
。

　
　
　
　
　
想
し
て
章
段
を
締
め
括
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
波
線
部
（
稿
者
）
の
「
御
前
に
も
い
み
じ
う
お
ち
笑
は
せ
た
ま
ふ
」
を
め

　
　
　
こ
の
う
ち
、
⑤
の
部
分
の
本
文
は
次
の
通
り
。
便
宜
に
新
編
日
本
古
典
文
学
　
　
　
ぐ
っ
て
、
『
枕
冊
子
全
注
釈
一
』
の
語
釈
か
ら
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ア

　
　

全集
『
枕
草
子
』
〈
小
学
館
、
一
九
九
七
〈
平
成
九
〉
年
）
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
お
ち
笑
は
せ
た
ま
ふ
　
現
存
す
る
信
ず
べ
き
本
（
三
巻
本
・
能
因

　
　
　
　
　
暗
う
な
り
て
、
物
食
は
せ
た
れ
ど
、
食
は
ね
ば
、
あ
ら
ぬ
も
の
に
言
ひ
　
　
　
　
　
本
古
写
本
）
は
、
す
べ
て
「
お
ち
…
…
」
と
あ
る
が
、
「
お
ち
」
の
意
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
な
し
て
や
み
ぬ
る
つ
と
め
て
、
御
け
づ
り
髪
、
御
手
水
な
ど
ま
ゐ
り
て
、
　
　
　
　
　
は
っ
き
り
し
な
い
。
「
怖
ぢ
」
で
び
っ
く
り
す
る
意
か
、
「
落
ち
」
で
了

　
　
　
　

御鏡
を
持
た
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
御
豊
ず
れ
ば
、
げ
に
、
犬
の
柱
の
も
と
に
　
　
　
　
解
す
る
・
納
得
す
る
意
か
、
「
卵
に
お
つ
」
の
「
お
つ
」
か
、
断
定
し
難

　
　
　
　

居た
る
を
見
や
り
て
、
「
あ
は
れ
昨
日
翁
ま
ろ
を
い
み
じ
う
も
打
ち
し
か
　
　
　
　
　
い
。
従
来
は
「
う
ち
」
に
改
め
た
本
文
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ

　
　
　
　
な
。
死
に
け
む
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
何
の
身
に
、
こ
の
た
び
は
な
り
ぬ
　
　
　
　
う
改
め
る
根
拠
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
、
「
怖
ぢ
」
と
考
え
、
「
皇

　
　
　
　
ら
む
。
い
か
に
わ
び
し
き
心
地
し
け
む
」
と
う
ち
言
ふ
に
、
こ
の
居
た
る
　
　
　
　
　
后
様
も
（
犬
で
も
こ
わ
い
も
の
だ
と
）
び
っ
く
り
さ
れ
て
」
と
解
し
て
お

　
　
　
　

犬
の

ふる
ひ
わ
な
な
き
て
、
涙
を
た
だ
落
し
に
落
す
に
、
い
と
あ
さ
ま
し
　
　
　
　
　
く
。
池
田
亀
鑑
氏
は
、
「
お
ち
…
…
」
の
「
お
し
は
、
も
と
「
を
」
（
「
乎
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
べ

　
　
　
　
き
は
、
翁
ま
う
に
こ
そ
は
あ
り
け
れ
。
「
昨
夜
は
隠
れ
し
の
び
て
あ
る
な
　
　
　
　
　
の
草
仮
名
）
と
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
も
と
「
う
」
（
「
宇
」
を

　
　
　
　
り
け
り
」
と
、
あ
は
れ
に
そ
へ
て
、
を
か
し
き
こ
と
限
り
な
し
。
御
鏡
う
　
　
　
　
　
字
原
と
す
る
草
仮
名
）
で
あ
っ
た
の
だ
と
推
考
し
、
「
『
う
ち
笑
は
せ
た
ま

　
　
　
　
ち
置
き
で
、
「
さ
は
、
翁
ま
う
か
」
と
い
言
ふ
に
、
ひ
れ
伏
し
て
、
い
み
　
　
　
　
　
ふ
』
を
原
型
と
み
と
む
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
『
評
釈
』
〈
余
釈
〉
）
と
説
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
こ
ん
の
な
い
し

　
　
　
　
じ
う
鳴
く
。
御
前
に
も
い
み
じ
う
お
ち
笑
は
せ
た
ま
ふ
。
右
近
内
侍
召
し
　
　
　
　
　
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
現
存
古
写
本
類
の
「
お
ち
…
…
」
を
全
面
的

　
　
　
　
て
、
「
か
く
な
む
」
と
抑
せ
ら
る
れ
ば
、
笑
ひ
の
の
し
る
を
、
上
に
も
聞
　
　
　
　
　
に
否
定
し
た
こ
と
に
な
り
、
私
に
は
承
服
し
難
い
も
の
を
お
ぼ
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
し
め
し
て
、
わ
た
り
お
は
し
ま
し
た
り
。
「
あ
さ
ま
し
う
、
犬
な
ど
も
、
　
　
　
　
　
こ
の
冊
子
に
「
怖
ぢ
さ
わ
ぐ
」
の
例
が
あ
り
、
↑
源
氏
物
語
』
に
「
怖
ぢ



　
　
　
　
こ
コ
つ

　
　
　
　困
じ
て
」
（
〈
野
分
〉
）
、
「
怖
ぢ
さ
わ
げ
ば
」
久
少
女
＞
＞
、
〔
枕
冊
子
』
前
担
　
　
　
　
　
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
解
釈
は
す
べ
て
本
文
に
も
と
つ
い
て
な
さ
れ
る
も
の

　
　
　
　本
・
堺
本
に
「
怖
ぢ
わ
な
な
く
」
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
「
怖
ぢ
恐
る
」
　
　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
本
文
を
読
む
こ
と
か
ら
解
釈
が
は
じ
ま
る
こ
と
は
い
う
ま
で

　
　
　
　
の
例
があ
る
が
、
「
お
ち
…
…
」
に
複
合
す
る
動
詞
は
「
さ
わ
ぐ
」
「
困
　
　
　
　
　
も
あ
る
ま
い
。
そ
の
本
文
が
読
解
で
き
な
か
っ
た
り
、
疑
義
が
生
じ
た
と

　
　
　
　ず
」
「
わ
な
な
く
」
「
お
そ
る
」
な
ど
、
す
べ
て
意
味
の
上
で
「
怖
ぢ
」
に
　
　
　
　
　
き
、
現
存
本
文
を
疑
っ
て
そ
の
諸
本
文
の
該
当
箇
所
に
自
分
の
見
解
に

　
　
　
　関
係
の
あ
る
動
詞
で
あ
っ
て
、
「
笑
ふ
」
の
よ
う
に
平
和
で
明
る
い
も
の
　
　
　
　
　
よ
っ
て
誤
写
を
考
え
、
正
当
と
思
わ
れ
る
本
文
を
再
現
さ
せ
る
こ
と
も
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
でな
い
点
、
「
怖
ぢ
笑
ふ
」
説
に
不
利
で
あ
る
。
林
和
比
古
氏
の
『
枕
草
　
　
　
　
　
い
に
必
要
で
あ
る
。
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
文
を
い
く
ら
比
校
し
て
み

　
　
　
　
子新
解
』
に
は
、
「
『
皇
后
が
突
然
犬
が
は
げ
し
く
泣
き
出
し
た
の
で
、
肝
　
　
　
　
　
て
も
、
意
が
通
じ
な
い
、
不
明
の
個
所
に
つ
い
て
は
、
文
字
の
誤
写
誤
読

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
　
エ
　
　
　
　

　
　
　
　
が
つ
ぶ

れ
恐ろ
し
く
な
り
、
や
が
て
可
憐
な
も
の
よ
と
思
わ
れ
て
笑
い
出
　
　
　
　
　
そ
の
他
か
ら
生
じ
た
ゆ
え
ん
を
説
き
、
そ
の
な
ぞ
を
解
き
明
か
す
方
法
で

　
　
　
　
さ
れ
た
』
の
意
味
に
解
す
る
。
こ
の
心
理
過
程
は
清
少
と
同
じ
で
、
清
少
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ

　
　
　
　も
初
め
は
『
涙
を
た
だ
お
と
し
に
お
と
す
、
い
と
あ
さ
ま
し
』
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
諸
本
文
を
客
観
的
に
比
校
し
、
そ
の
本
あ
る
い
は
、
そ
の
本
の
系
統
の

　
　
　
　

（こ
れ
が
皇
后
の
『
怖
ぢ
』
に
当
り
）
次
い
で
『
あ
は
れ
に
て
を
か
し
き
　
　
　
　
　
も
つ
価
値
か
ら
、
あ
る
い
は
、
用
例
を
博
捜
し
て
文
法
な
ど
の
学
に
照
ら

　
　
　
　
こ
と
か
ぎ
り
な
し
』
と
な
る
。
（
こ
れ
が
皇
后
の
『
笑
は
せ
』
に
当
る
）
」
　
　
　
　
し
て
き
わ
め
て
消
極
的
に
正
し
さ
を
主
張
す
る
解
釈
法
が
あ
る
。
わ
た
く

　
　
　
　
と
そ
の
心
理
過
程
を
う
が
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
考
え
過
ぎ
の
よ
う
　
　
　
　
　
し
は
、
こ
の
方
法
で
『
枕
草
子
』
の
解
釈
を
な
が
い
間
し
て
来
た
。
そ
の

　
　
　
　

であ
る
。
萩
谷
朴
氏
は
、
こ
の
「
お
ち
」
1
「
ち
」
を
濁
ら
な
い
ー
ー
は
　
　
　
　
　
成
果
は
小
著
『
枕
冊
子
研
究
』
（
昭
和
二
七
年
刊
V
「
枕
冊
子
本
文
の
研

　
　
　
　
「
『落
ち
居
る
』
『
落
ち
着
く
』
の
オ
チ
と
同
じ
く
、
他
の
動
詞
と
重
な
っ
　
　
　
　
究
』
（
昭
和
三
五
年
刊
）
『
清
少
納
言
枕
冊
子
研
究
』
（
昭
和
四
六
年
刊
）

　
　
　
　
て

複合
動
詞
を
形
成
す
る
も
の
で
、
『
い
み
じ
う
落
ち
笑
は
せ
給
ふ
』
（
田
　
　
　
　
　
な
ど
に
大
半
を
収
録
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
本
文
比
校
・
用
例
検
索
を

　
　
　
　
中
注
・
三
巻
本
本
文
に
よ
っ
て
お
ら
れ
る
）
は
、
『
た
い
へ
ん
安
心
し
て
　
　
　
　
　
主
と
し
て
い
て
論
者
の
主
体
性
と
い
う
か
、
根
本
的
な
誤
写
誤
読
を
主
張

　
　
　
　
お
笑
い
に
な
る
↑
と
訳
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
（
萩
谷
朴
『
国
文
学
』
昭
　
　
　
　
　
し
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
わ
た
く
し
の
弱
い
性
格
が
主
因
で

　
　
　
　和
三
十
四
年
十
一
月
号
「
枕
草
子
解
釈
の
諸
問
題
〈
十
四
〉
」
、
の
ち
に
　
　
　
　
あ
る
が
、
や
は
り
思
い
き
っ
た
考
え
が
出
せ
な
い
と
い
う
解
釈
力
の
不
足

　
　
　
　

『枕草
子
必
携
』
所
収
「
枕
草
子
語
彙
辞
典
」
）
と
説
か
れ
た
。
一
説
で
あ
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
す
べ
て
に
力
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
る
が
、
定
説
と
は
言
い
難
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
後
、
同
「
枕
草
子
の
解
釈
の
方
法
」
に
よ
れ
ば
、
「
わ
た
く
し
と
お
な

　
　
　
こ
う
し
た
解
釈
の
態
度
に
就
い
て
、
田
中
「
枕
草
子
の
解
釈
の
方
法
」
〈
同
　
　
　
じ
よ
う
に
本
文
批
判
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
さ
る
が
、
わ
た
く
し
と
対
照
釣
に
主
体

　
　
前
）
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
の
あ
る
独
自
の
解
釈
を
『
枕
草
子
』
の
本
文
に
な
さ
る
の
が
萩
谷
朴
氏
で
あ

6
7
　
　
　
　
さ
て
、
枕
草
子
の
解
釈
の
方
法
に
つ
い
て
説
く
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
　
　
　
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
は
、
主
と
し
て
「
枕
草
子
解
釈
の
諸
問
題
」
（
1
～
6
3
）



鋸

　　
（
『
国
文
学
』
昭
和
三
三
年
十
月
号
～
昭
和
三
九
年
十
二
月
号
）
に
精
細
に
説
か
　
　
　
　
　
⑧
び
っ
く
り
し
て
お
笑
い
に
な
る
1
1
旺
文
（
1
1
田
中
重
太
郎
『
枕
草
子
』

　
　

れ
て

いて
、
ま
こ
と
に
卓
見
が
多
く
有
益
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
　
　
　
　
　
　
昭
和
四
八
・
四
九
年
、
旺
文
社
文
庫
、
稿
者
注
〉

　
　
え
て
「
枕
草
子
語
彙
辞
典
」
（
岸
上
慎
二
博
士
編
『
枕
草
子
必
携
』
学
燈
社
刊
　
　
　
　
　
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
落
ち
着
か
な
い
。

　
　

所収
）
に
そ
の
い
く
つ
か
を
説
述
し
て
い
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
　
　
　
　
　
　
元
来
こ
れ
は
、
「
う
（
字
母
宇
）
」
と
「
を
（
字
母
乎
ご
と
の
字
形
相

　
　

ご紹
介
し
て
み
る
と
、
『
枕
草
子
』
の
中
の
記
事
と
し
て
有
名
な
翁
丸
の
段
の
　
　
　
　
　
似
、
更
に
「
を
」
と
「
お
」
と
の
音
韻
相
通
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
本

　
　
難
解
個
所
「
お
ち
わ
ら
ふ
」
と
い
う
動
詞
に
つ
い
て
、
こ
ん
な
解
説
が
あ
る
」
　
　
　
　
文
転
化
で
あ
ろ
う
が
、
「
お
ち
わ
ら
は
せ
給
ふ
」
と
あ
る
三
巻
本
本
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
と
し
て
萩
谷
説
を
引
用
す
る
。
い
ま
、
文
中
の
萩
谷
説
を
後
に
決
定
版
と
し
て
　
　
　
　
　
従
う
限
り
は
、
B
解
の
「
怖
ぢ
笑
ふ
」
と
い
う
矛
盾
し
た
感
情
の
同
時
混

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
萩
谷
自
身
が
ま
と
め
た
『
枕
草
子
解
環
こ
（
同
朋
社
出
版
、
一
九
八
一
〈
昭
　
　
　
　
　
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
既
に
、
諸
問
題
1
4
（
昭
和
M
年
1
1
月
じ
に
詳
述
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
和
五
六
〉
年
）
か
ら
確
認
す
る
。
な
お
稿
者
注
を
追
記
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
こ
と
で
あ
る
が
、
対
照
法
解
釈
の
心
理
的
規
準
を
適
用
し
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

▼問
題
点
八
い
み
じ
う
お
ち
わ
ら
は
せ
絵
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
清
少
納
言
は
、
犬
に
話
し
か
け
犬
を
観
察
し
、
そ
の
正
体
を
見
現

　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　

（各
系
統
間
の
本
文
異
同
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し
た
当
事
者
で
あ
る
か
ら
、
一
た
ん
は
「
あ
さ
ま
し
」
と
驚
き
、
つ

　
　
　
　ω
三
巻
本
1
1
い
み
し
う
お
ち
わ
ら
は
せ
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で
、
「
あ
は
れ
」
と
も
「
を
か
し
」
と
も
思
う
に
到
っ
た
心
理
の
反
応

　
　
　
　㈲
能
因
本
1
1
お
ち
わ
ら
は
せ
給
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
起
伏
を
、
そ
の
生
起
し
た
時
間
を
逐
う
て
、
次
々
に
叙
述
す
る
必
要
が

　
　
　
　
め
流
布
本
1
1
う
ち
わ
ら
は
せ
給
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
終
段
階
に
つ
い
て
の
み
反
応
を
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　本
来
、
ω
三
巻
本
と
ω
能
因
本
と
の
間
に
は
、
動
詞
オ
チ
ワ
ラ
フ
に
関
　
　
　
　
　
て
い
る
第
三
者
と
し
て
の
中
宮
の
心
理
を
、
清
少
納
言
の
心
情
変
化
と
時

　
　
　
　
し
て
封
立
異
文
は
存
在
し
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
巻
本
の
諸
注
に
　
　
　
　
　
間
的
に
並
行
せ
し
め
て
、
ま
ず
「
怖
ぢ
（
給
ひ
）
」
、
し
か
る
後
「
笑
は
せ

　
　
　
　
は
、
流
布
本
め
本
文
に
よ
っ
て
改
訂
し
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
ふ
」
と
平
灰
と
合
わ
せ
て
叙
述
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
も
、
「
い
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　

A朗ら
か
に
お
笑
い
あ
そ
ば
さ
れ
る
目
評
釈
（
1
1
塩
田
良
平
『
枕
草
子
評
　
　
　
　
　
じ
う
怖
ぢ
給
ひ
笑
は
せ
給
ふ
」
と
で
も
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
「
怖
づ
」
と

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
釈
』
昭
和
三
〇
年
、
学
生
社
、
稿
者
注
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
笑
ふ
」
と
、
前
提
条
件
も
異
な
り
、
時
間
的
に
も
間
隔
の
必
要
な
別
個

　
　
　
　
があ
り
、
ま
た
本
文
を
改
訂
は
し
な
い
が
、
流
布
本
め
本
文
に
よ
る
解
釈
　
　
　
　
　
の
動
作
を
表
わ
す
二
個
の
動
詞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
助
動
詞
・
補
助
動
詞
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
に
牽
制
さ
れ
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
け
る
こ
と
な
く
、
単
に
中
止
形
で
云
い
さ
し
に
し
た
形
で
「
怖
ぢ
、
笑

　
　
　
　
　

　
　
　
　
A
た
い
そ
う
笑
わ
れ
る
1
1
全
講
（
1
1
池
蘭
亀
鑑
『
全
講
枕
草
子
』
昭
和
　
　
　
　
　
は
せ
給
ふ
」
と
書
き
続
け
る
こ
と
は
、
語
脈
的
規
準
よ
り
し
て
認
め
ら
れ

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
三
一
年
、
至
文
堂
、
稿
者
注
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
「
怖
づ
」
と
「
笑
ふ
」
と
全
く
異
質
で
、
む
し
ろ

　
　
　
　
や
、
「
お
ち
」
を
「
怖
ぢ
」
の
意
に
と
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矛
盾
し
た
感
情
を
表
わ
す
二
つ
の
動
詞
を
直
結
し
て
「
怖
ぢ
笑
ふ
し
と
い



　
　
　
　う
複
合
動
詞
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
猶
更
許
さ
れ
な
い
。
互
い
に
矛
盾
し
　
　
　
　
　
写
の
間
に
お
け
る
頻
繁
な
本
文
の
汚
染
と
、
語
彙
文
法
の
近
代
的
転
化

　
　
　
　
た
内
容
を
持
っ
た
二
つ
の
動
詞
を
複
合
さ
せ
て
、
時
間
的
に
継
続
し
て
同
　
　
　
　
　
と
、
用
例
発
見
を
阻
む
こ
れ
ら
の
悪
条
件
の
相
乗
作
用
を
考
え
る
な
ら

　
　
　　
　
一
条
件
の
下
に
交
互
に
起
き
る
動
作
を
示
す
「
上
が
り
下
が
り
」
、
同
じ
　
　
　
　
　
ば
、
用
例
に
よ
る
挙
証
と
い
う
物
的
証
明
は
、
決
し
て
絶
対
的
な
条
件
で

　
　
　
　く
混
涛
し
て
起
き
る
動
作
を
示
す
「
泣
き
笑
い
」
、
又
は
、
同
一
時
間
を
　
　
　
　
　
は
あ
る
ま
い
。
級
密
で
厳
正
な
状
況
証
拠
が
十
分
に
有
効
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　占
め
て
、
相
反
す
る
立
場
に
あ
る
二
者
に
よ
っ
て
対
抗
的
に
行
な
わ
れ
る
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
萩
谷
説
を
ふ
ま
え
、
同
「
枕
草
子
の
解
釈
の
方
法
」
は
次
の
よ

　
　
　
　

動
作を
示
す
「
勝
ち
負
け
」
の
よ
う
な
用
例
は
、
こ
の
場
合
の
募
証
と
は
　
　
　
う
に
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　
な
り
得
な
い
。
そ
こ
で
林
新
解
（
1
1
『
枕
草
子
薪
解
』
昭
和
二
八
年
、
邦
　
　
　
　
　
　
以
上
の
萩
谷
説
に
満
足
す
る
か
、
否
か
は
読
者
が
き
め
れ
ば
よ
い
こ

　
　
　
　

進社
、
稿
者
注
〉
が
第
二
の
解
と
し
て
挙
げ
な
が
ら
、
自
ら
こ
れ
を
斥
け
　
　
　
　
　
と
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
『
枕
冊
子
全
注
釈
』
（
一
〉
の
中
で
、
こ
れ

　
　
　
　
た
「
納
得
す
る
」
意
の
「
臆
に
お
つ
」
の
「
お
ち
」
と
い
う
説
を
、
更
に
　
　
　
　
　
を
引
い
て
、
「
一
説
で
あ
る
が
、
定
説
と
は
言
い
難
い
」
と
し
た
。
も
ち

　
　
　
　
中
宮
の
心
情
に
適
合
さ
せ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん
、
萩
谷
氏
も
こ
の
所
説
を
定
説
と
い
わ
れ
る
お
気
持
で
な
く
、
従
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　

Oすっ
か
り
安
心
し
て
お
笑
い
に
な
る
1
1
諸
問
題
1
4
・
集
成
（
‖
新
潮
日
　
　
　
　
　
の
「
う
ち
わ
ら
ふ
」
に
な
お
す
説
や
「
怖
ぢ
わ
ら
ふ
」
説
（
林
和
比
古
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　

本古
典
集
成
、
昭
和
五
二
年
、
稿
者
注
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
の
『
枕
草
子
新
解
』
に
見
え
る
説
で
、
「
皇
后
が
突
然
犬
が
は
げ
し
く

　
　
　
　
と
い
う
新
解
釈
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
林
薪
解
に
い
う
「
膀
に
　
　
　
　
　
泣
き
出
し
た
の
で
、
肝
が
つ
ぶ
れ
恐
ろ
し
く
な
り
、
や
が
て
可
憐
な
も
の

　
　
　
　
落
つ
」
の
オ
チ
の
よ
う
に
独
立
し
た
動
詞
で
は
な
く
、
「
落
ち
居
る
」
「
落
　
　
　
　
　
よ
と
思
わ
れ
て
笑
い
出
さ
れ
た
」
の
が
「
怖
ぢ
」
だ
と
い
う
〉
の
不
当
を

　
　
　
　
ち
着
く
」
の
オ
チ
で
、
接
頭
語
の
よ
う
に
、
他
の
動
詞
の
上
に
重
な
っ
て
　
　
　
　
　
説
い
て
こ
れ
ら
を
し
り
ぞ
け
ら
れ
、
「
お
ち
わ
ら
ふ
」
の
「
ち
」
は
濁
ら

　
　
　
　
複
合
動
詞
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
こ
の
場
合
の
「
落
ち
　
　
　
　
　
な
い
で
、
「
落
ち
居
る
」
「
落
ち
着
く
」
の
オ
チ
と
お
な
じ
で
「
お
ち
わ
ら

　
　
　
　
笑
ふ
」
の
語
法
と
合
致
す
る
し
、
気
持
が
落
ち
着
い
て
自
ず
と
笑
い
が
生
　
　
　
　
　
ふ
」
を
安
心
し
て
笑
う
意
に
解
さ
れ
る
と
い
う
一
説
を
お
出
し
に
な
っ
た

　
　
　
　
じ
る
こ
と
は
、
心
理
的
に
も
時
闘
的
に
も
密
接
に
連
動
す
る
作
用
で
あ
　
　
　
　
　
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
る
か
ら
、
中
止
形
で
二
つ
の
動
詞
を
直
結
さ
せ
て
作
っ
た
複
合
動
詞
と
し
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
わ
た
く
し
に
は
「
お
ち
わ
ら
ふ
」
を
「
落
ち
笑
ふ
し
と
し
、

　
　
　
　

て表
現
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
に
も
、
他
に
用
例
が
な
　
　
　
　
　
こ
の
「
お
ち
」
は
「
落
ち
居
る
」
「
落
ち
着
く
」
の
オ
チ
と
お
な
じ
く
、

　
　
　
　

いと
い
う
こ
と
で
、
オ
チ
ワ
ラ
フ
と
い
う
複
合
動
詞
の
孤
立
例
の
存
在
を
　
　
　
　
　
他
の
動
詞
と
重
な
っ
て
複
合
動
詞
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
う

　
　
　
　

疑う
用
例
主
義
が
抵
抗
を
示
す
が
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
定
の
限
　
　
　
　
　
だ
け
で
「
お
ち
わ
ら
ふ
」
が
そ
の
ま
ま
「
安
心
し
て
笑
う
」
意
に
な
る

　
　
　
　
ら
れ
た
言
語
体
験
を
持
っ
た
古
典
作
者
の
あ
ま
り
高
く
な
い
語
彙
採
取
率
　
　
　
　
　
過
程
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
他
に
「
お
ち
笑
ふ
し
の
用
例
が
一
つ
で

砂

　
　
　
と
、
伝
存
文
献
に
加
え
ら
れ
る
厳
し
い
伝
承
過
程
の
自
然
陶
汰
、
転
々
書
　
　
　
　
　
も
あ
り
、
そ
れ
に
心
ガ
オ
チ
ツ
イ
テ
笑
ウ
意
が
あ
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
そ



η

　
　
　　
の
用
例
も
な
く
ー
ー
わ
た
く
し
の
さ
が
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
平
安
時
代
の
　
　
　
か
、
つ
ね
に
文
献
ど
ま
り
で
あ
る
。
萩
谷
氏
の
よ
う
に
積
極
的
に
自
分
の
思
考

　
　
　
　作
品
に
は
こ
の
複
合
語
の
用
例
は
他
に
な
く
、
最
近
刊
の
『
岩
波
古
語
辞
　
　
　
を
出
せ
る
人
が
う
ら
や
ま
し
い
次
第
で
あ
る
」
と
い
う
。
田
中
の
研
究
態
度
を

　
　
　
　典
』
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
も
「
お
ち
わ
ら
ふ
」
「
お
ち
わ
ら
ふ
」
の
項
　
　
　
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
し
た
の
は
一
例
で
あ
る
が
、
田
中
と
萩
谷
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
お

　
　
　
　
目
解
説
が
な
い
ー
ー
「
お
ち
」
の
用
例
用
法
を
も
深
く
調
べ
た
し
か
め
な
　
　
　
注
釈
姿
勢
の
差
異
が
見
て
取
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
萩
谷
と
の
相
違
は
み
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　

い

でそ
の
結
論
に
も
っ
て
い
く
勇
気
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
田
中
の
学
問
を
浮
き
あ
が
ら
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

『枕
冊
子
全
注釈
』
に
も
引
い
て
お
い
た
よ
う
に
こ
の
「
お
ち
」
は
現

　
　
　
　
存
す
る
信
す
べ
き
諸
本
（
三
巻
本
・
能
因
本
古
写
本
）
に
は
す
べ
て
「
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
　
　
　
ち
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
意
が
お
ち
つ
か
な
い
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら

　
　
　
　
根
拠
も
な
く
「
う
ち
」
に
改
め
ら
れ
て
来
た
。
池
田
亀
鑑
博
士
は
「
お
　
　
　
　
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
〈
平
成
二
〉
年
）

　
　
　
　
ち
」
の
「
お
」
は
、
も
と
「
を
」
（
「
乎
」
を
字
原
と
す
る
草
仮
名
）
と
表
　
　
　
の
項
目
「
田
中
重
太
郎
」
〈
蔵
書
・
蔵
書
家
〉
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
執
筆
は

　
　
　
　
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
も
と
「
う
」
（
「
宇
」
を
字
原
と
す
る
草
仮
　
　
　
故
柿
谷
雄
三
相
愛
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授
（
二
〇
＝
一
〈
平
成
二
囚
〉
年
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
名
）
で
あ
っ
た
の
だ
と
推
考
し
、
「
う
ち
」
と
あ
る
の
が
原
型
と
み
と
む
　
　
　
月
没
）
。

　
　
　
　

べき
で
あ
ろ
う
（
『
清
少
納
言
枕
草
子
評
訳
』
池
田
亀
鑑
選
集
『
随
筆
文
　
　
　
　
　
　
近
代
の
国
語
国
文
学
者
。
蔵
書
家
。
大
正
六
年
京
都
市
生
れ
、
昭
和

　
　
　
　
学
』
所
収
）
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
一
仮
説
に
過
ぎ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
二
年
急
逝
、
七
十
歳
。
父
室
山
倉
太
郎
・
母
チ
ュ
ウ
。
生
後
す
ぐ
叔

　
　
　
　
　

「お

つ
」
は

「落
つ
」
で
了
解
す
る
・
納
得
す
る
・
蔚
に
お
つ
意
か
と
　
　
　
　
　
母
ふ
じ
の
田
中
家
を
嗣
ぐ
。
昭
和
十
西
年
、
高
等
教
員
国
語
科
検
定
試
験

　
　
　
　
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
用
例
は
近
世
に
し
か
な
い
。
決
ま
る
・
落
　
　
　
　
　
合
格
。
立
命
館
大
学
予
科
教
授
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
教
授
等
を
経
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
着
す
る
意
の
用
例
と
し
て
、
「
か
く
入
の
推
し
量
る
案
に
お
つ
る
こ
と
も
　
　
　
　
　
同
五
十
九
年
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
。
『
枕
草
子
』
の
文
献
学
的
研
究

　
　
　
　
あ
ら
ま
し
か
ば
」
禽
源
氏
物
語
』
藤
袴
）
の
例
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
こ
の
　
　
　
　
　
に
没
頭
し
、
流
布
本
『
春
曙
抄
』
本
文
の
数
々
の
誤
り
を
た
だ
し
、
三
巻

　
　
　
　

「お

つ
」
に
は
遠
い
よ
う
で
あ
る
。
所
詮
、
用
例
待
ち
、
で
わ
た
く
し
は
　
　
　
　
　
本
善
本
説
を
唱
え
た
。
校
本
、
総
索
引
、
全
注
釈
等
を
刊
行
し
、
享
受
文

　
　
　
　終
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献
の
研
究
、
各
伝
本
の
校
注
書
等
を
発
表
し
た
。
ω
『
枕
草
子
』
、
ω
『
徒

　
　
　
さ
ら
に
結
論
と
し
て
「
本
文
を
比
校
し
て
も
、
他
の
用
例
用
法
を
さ
が
し
も
　
　
　
　
　
然
草
』
、
③
『
百
人
一
首
』
を
は
じ
め
多
く
の
写
本
・
版
本
の
集
書
が
知

　
　
と
め
、
考
え
て
も
何
も
出
て
来
な
い
。
そ
こ
で
終
っ
て
い
て
は
主
体
性
の
あ
る
　
　
　
　
　
ら
れ
て
お
り
、
ω
を
中
心
と
し
た
春
曙
文
庫
が
相
愛
大
学
相
愛
女
子
短
期

　
　

解
釈
学は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
枕
草
子
』
の
解
釈
の
姿
勢
と
　
　
　
　
　
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
春
曙
庵
主
」
の
蔵
書
印
が
蔵
書
の

　
　
し
て
、
わ
た
く
し
は
そ
の
基
礎
資
料
の
本
文
を
調
べ
過
ぎ
た
せ
い
も
あ
っ
て
　
　
　
　
　
一
部
に
残
る
。



　
　　
　
現
在
、
相
愛
大
学
に
は
、
『
枕
草
子
』
の
冒
頭
「
春
は
あ
け
ぼ
の
、
や
う
や
　
　
　
　
田
中
は
、
『
枕
草
子
』
の
文
献
学
的
研
究
に
大
き
な
業
績
を
残
し
、
そ
の
権

　
　
う
し
ろ
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ
は
、
す
こ
し
あ
か
り
て
、
紫
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
　
　
　
威
は
今
も
変
わ
り
が
な
く
、
ま
た
彪
大
な
文
献
蒐
集
も
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る

　
　
た
な
び
き
た
る
」
の
一
節
に
因
み
命
名
さ
れ
た
特
殊
文
庫
、
「
春
曙
文
庫
」
が
　
　
　
（
前
掲
「
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
）
。
田
申
は
先
の
『
枕
草
子
』
冒
頭
を
愛

　
　
あ
る
。
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
関
係
の
諸
資
料
が
そ
ろ
　
　
　
し
、
「
春
曙
庵
主
」
の
蔵
書
印
を
一
部
蔵
書
に
押
し
て
い
る
。
田
申
学
顕
彰
の

　
　
う
。
伝
本
の
数
々
を
は
じ
め
、
注
釈
書
類
、
影
響
文
献
に
至
る
ま
で
、
『
枕
草
　
　
　
意
義
が
「
春
曙
文
庫
」
の
呼
称
に
は
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
子
』
に
関
す
る
研
究
に
そ
の
場
で
す
ぐ
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に

　
　
充
実
し
て
い
る
。
専
門
家
が
注
目
し
各
地
か
ら
閲
覧
に
訪
れ
る
の
も
当
然
で
あ

　
　り
、
全
国
に
誇
れ
る
文
庫
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
1
　
「
雨
海
先
生
」
は
雨
海
博
洋
（
あ
ま
が
い
ひ
ろ
よ
し
）
。
二
松
学
舎
大
学
名
誉
教

　
　　
　
「
春
曙
文
庫
」
は
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
本
学
の
創
立
百
周
年
の
記
　
　
　
　
　
　
授
。
〒
玉
利
先
生
」
は
下
玉
利
百
合
子
。
同
じ
く
講
師
。

　
　念
事
業
の
一
環
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
た
田
中
重
太
郎
　
　
　
　
＊
2
　
田
中
重
太
郎
は
饒
舌
多
弁
の
人
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
自
ら
の
研
究
の
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
ら
ず
家
族
な
ど
の
身
辺
雑
記
に
及
ぶ
多
く
の
文
章
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ

　
　
が
収集
し
愛
蔵
し
て
い
た
多
く
の
貴
重
書
が
預
託
さ
れ
た
の
を
機
会
に
従
来
の
　
　
　
　
　
　
ら
の
随
想
は
田
中
の
人
生
を
照
ら
し
て
い
る
・
ま
た
速
筆
ぶ
り
も
伝
わ
る
・
「
＋

　
　
蔵
書
も
加
え
て
特
殊
文
庫
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
学
園
の
英
断
と
、
な
に
　
　
　
　
　
　
代
、
二
＋
代
に
は
、
一
時
間
に
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
平
均
十
枚
近
く
書
い
た

　
　
よ
り
遺
族
の
理
解
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
、
主
要
な
古
典
籍
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
が
、
近
ご
ろ
で
は
、
そ
の
半
分
も
書
け
な
く
な
っ
た
。
」
（
霜
聞
』
「
遅

　
　　
の
展
示
が
そ
の
年
の
一
〇
月
二
六
日
か
ら
一
一
月
五
日
ま
で
行
わ
れ
、
『
相
愛
　
　
　
　
　
　
筆
」
、
初
出
は
「
緑
壼
」
第
一
四
口
万
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
。
時
に
田
中
は
⊥
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
）
。
池
田
勇
「
田
中
重
太
郎
先
生
の
思
い
出
」
所
収
「
先
生
の
才
能
し
（
『
相
愛

　
　学

園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
古
典
籍
資
料
展
示
目
録
』
が
出
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
国
文
』
第
一
号
・
一
九
八
八
〈
昭
和
六
三
〉
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
「
は
が
き
の
表

　
　
そ
の
後
、
一
九
九
三
〈
平
成
五
〉
年
三
月
に
は
『
春
曙
文
庫
目
録
（
和
装
本
　
　
　
　
　
　
と
裏
と
を
一
枚
に
つ
き
、
一
分
以
内
に
書
け
る
か
ど
う
か
、
時
間
を
計
っ
て
ほ
し

　
　編
）
』
〈
と
も
に
本
学
図
書
』
餌
編
）
が
出
版
さ
れ
た
。
当
時
文
庫
実
行
委
冒
〔
代
表
　
　
　
　
　
　
　
い
と
い
わ
れ
、
数
枚
の
は
が
き
を
そ
れ
ぞ
れ
　
分
以
内
に
書
き
あ
げ
ら
れ
ま
し

　
　

　
で
あ
っ
た
故
柿
谷
雄
三
名
誉
教
授
執
筆
の
あ
と
が
き
に
よ
る
と
「
田
中
重
太
郎
　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
の
と
き
の
速
さ
は
、
な
に
か
機
械
か
ら
文
字
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
感
じ
が
し
ま
し
た
」
。
こ
の
池
田
勇
の
随
想
は
、
そ
の
前
年
に
亡
く
な
っ
た
田

　
　
エ
欝
士
の旧
｛
威
書
八
四
二
　
点
、
今
小
路
覚
瑞
元
学
長
の
旧
蔵
書
五
六
占
〔
、
本
学
図
　
　
　
　
　
　
　
　
中
の
人
と
な
り
を
弟
子
の
目
か
ら
余
す
と
こ
ろ
な
く
描
き
出
し
て
い
る
・

　
　

書
館所
蔵
の
も
の
九
二
点
、
合
計
九
九
一
点
の
略
目
録
で
あ
る
」
と
あ
る
（
そ
　
　
　
　
＊
3
　
小
笠
原
拓
「
「
文
検
国
語
科
」
の
研
究
」
（
『
地
域
学
論
集
』
第
四
巻
一
号
、

　
　　
の
後
に
追
加
整
備
さ
れ
て
い
る
）
。
隠
録
作
成
は
本
学
勤
務
の
国
文
学
専
攻
の
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
文
検
受
験
に
奮
闘
し
た
自
ら
に
つ
い
て
、
田
中
も
『
枕
冊

　
　
教員
や
図
書
館
員
の
方
々
の
整
理
調
査
に
基
づ
く
・
こ
う
し
三
応
文
庫
の
基
　
　
　
子
二
‡
三
受
験
回
璽
蓋
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
＊
4
　
佐
佐
木
信
綱
、
一
入
七
二
（
明
治
五
）
年
～
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
。
鈴
木

　
　幹

が
整
い
、
貴
重
図
書
資
料
室
（
南
港
）
に
お
い
て
春
秋
二
度
の
定
期
展
示
な
　
　
　
　
　
　
「
近
代
歌
学
の
出
発
ー
竹
柏
園
と
博
文
館
」
（
萌
治
鐵
家
の
精
神
史
的
研
究
〈
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ゆ

刀

　　
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
の
精
神
〉
を
め
ぐ
っ
て
』
二
〇
〇
八
年
、
以
文
社
）
で
取
り
あ
げ
た
。



㌘

　
　
　＊

5
　
「
春
曙
文
庫
」
に
は
校
本
に
使
わ
れ
た
吉
田
幸
一
旧
蔵
の
伝
本
、
富
岡
本
・
伊
達
　
　
　
　
　
　
　
学
』
中
に
、
田
中
の
『
枕
草
子
全
注
釈
』
に
つ
い
て
「
有
く
も
、
全
注
釈
な
ど
と

　
　
　
　
　
　　
本
な
ど
が
伝
わ
る
。
吉
田
旧
蔵
本
が
田
中
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
　
　
　
　
　
　
　
銘
打
っ
た
、
よ
り
詳
細
な
論
述
の
可
能
な
、
準
営
利
的
出
版
物
に
あ
っ
て
は
、
そ

　
　
　
　
　　
　
吉
田
の
助
力
の
あ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
事
実
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
著
者
に
、
第
一
発
見
者
に
関
す
る
正
確
妥
当
な
紹
介
を
求
め
る
こ
と
は
当
然
で

　
　
　　
＊
6
　
田
中
は
す
で
に
日
本
古
典
全
書
『
枕
冊
子
』
（
一
九
四
七
年
、
朝
日
新
聞
社
、
な
　
　
　
　
　
　
　
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
、
池
田
亀
鑑
同
門
の
畏
友
田
中
重
太

　
　
　
　
　　
　
お
底
本
は
後
述
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
と
同
じ
）
な
ど
の
注
釈
書
や
『
枕
冊
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
氏
の
『
枕
草
子
全
注
釈
』
第
三
巻
を
例
に
引
く
な
ら
ば
、
そ
の
一
冊
に
は
、
本

　
　
　
　
　　
　
子
本
文
の
研
究
』
（
一
九
六
〇
年
、
初
音
書
房
、
本
書
に
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
　
　
　
　
　
　
　
部
第
十
条
（
9
）
～
（
1
7
）
の
備
考
と
し
て
掲
示
し
た
私
の
業
績
か
ら
、
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
を
受
け
る
）
な
ど
の
研
究
書
を
も
の
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
時
期
に
対
訳
古
典
シ
　
　
　
　
　
　
　
通
計
三
十
三
項
目
が
引
用
さ
れ
て
い
る
し
、
甚
だ
し
く
は
、
「
諸
問
題
劉
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　　
　
リ
ー
ズ
『
枕
冊
子
』
（
旺
文
社
文
庫
、
上
は
一
九
七
三
年
、
下
は
　
九
七
四
年
、
　
　
　
　
　
　
　
は
、
（
中
略
）
私
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
ば
か
り
か
、
私
の
作
製
し
た

　
　
　
　
　
　
本
文は
三
巻
本
）
も
出
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
清
水
寺
の
構
造
」
（
想
定
図
）
を
も
、
一
往
典
拠
は
示
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

　
　
　　
＊
7
　
底
本
は
三
巻
本
系
統
第
一
類
本
と
さ
れ
る
陽
明
文
庫
蔵
本
、
た
だ
し
第
一
類
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま
複
写
転
載
し
て
い
な
が
ら
、
一
切
、
私
自
身
に
は
了
解
を
求
め
る
こ
と
も
な

　
　
　
　
　
　　
の
欠
け
て
い
る
部
分
（
七
五
段
ま
で
）
は
春
曙
文
庫
所
蔵
本
（
弥
富
破
摩
雄
旧
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ば
、
著
書
を
恵
与
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
、
甚
だ
礼
を
失
し
た
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　蔵

）
を
用
い
て
い
る
。
当
該
段
は
春
曙
文
庫
本
の
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
た
。
（
中
略
）
長
年
苦
心
の
拙
考
を
無
断
引
用
す
る
非
礼
は
、
同
門
の
誼
み
と
し

　
　
　
　
　
　能

因
本
を
底
本
と
す
る
全
注
釈
と
は
系
統
本
文
は
違
う
。
な
お
当
全
集
は
後
述
の
　
　
　
　
　
　
　
て
我
慢
す
る
と
し
て
も
、
長
々
と
引
用
し
た
挙
句
、
筆
先
で
は
、
卓
見
だ
の
卓
説

　
　
　
　
　
　
「怖ぢ
笑
ふ
」
と
解
く
説
に
よ
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
の
と
持
ち
上
げ
て
お
き
な
が
ら
、
「
定
説
と
し
て
は
従
い
難
い
」
の
極
ま
り
文

　
　
　　
＊
8
　
田
中
に
対
し
て
「
池
田
亀
鑑
同
門
の
畏
友
」
（
後
述
）
と
い
う
萩
谷
で
あ
る
が
、
　
　
　
　
　
　
　
句
で
、
何
の
根
拠
も
な
く
否
定
し
去
る
態
度
に
は
、
『
校
本
枕
冊
子
』
の
大
著
に

　
　
　
　
　
　
そ
の
反
目
は
強
い
。
同
い
年
な
が
ら
歩
ん
だ
道
は
異
な
る
。
独
学
で
身
を
立
て
た
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
、
枕
草
子
研
究
者
の
す
べ
て
に
測
り
知
れ
な
い
学
恩
を
均
雷
せ
ら
る
程
の

　
　
　
　
　
　

田
中
に
対
し
て
、
萩
谷
は
東
大
で
池
田
に
学
ん
で
お
り
、
学
歴
に
も
大
き
な
違
い
　
　
　
　
　
　
　
碩
学
と
は
思
え
ぬ
遺
憾
さ
を
禁
じ
難
い
」
な
ど
の
記
述
が
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　

があ
る
。
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
と
い
う
不
滅
の
業
績
が
あ
り
、
枕
草
子
関
係
の
　
　
　
　
　
＊
9
　
田
中
の
注
釈
態
度
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
先
学
の
研
究
を
重
要
視
す
る
配
慮
が

　
　
　
　
　
　著

作
に
は
『
枕
草
子
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
一
九
七
七
年
、
新
潮
社
。
第
九
　
　
　
　
　
　
　
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
池
田
勇
「
田
中
重
太
郎
先
生
の
思
い
出
」
（
前
掲
）

　
　
　
　
　
　回

日
本
文
学
大
賞
受
賞
）
や
『
枕
草
子
解
環
』
全
五
巻
（
同
朋
舎
、
一
九
八
一
　
　
　
　
　
　
　
に
「
先
生
は
「
枕
」
の
解
釈
で
、
「
そ
う
多
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
出
せ
る
も
の
で
は

　
　
　
　
　
　年

、
第
　
巻
刊
行
）
、
『
枕
草
子
解
釈
の
諸
問
題
』
（
新
典
社
、
一
九
九
一
年
）
な
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
先
学
の
注
釈
を
学
び
な
さ
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　ど

が
あ
る
。
ま
た
萩
谷
は
自
伝
的
な
随
想
「
歌
合
巻
発
見
と
池
田
亀
鑑
先
生
　
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
先
生
の
中
保
町
の
お
宅
で
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
金
子
元
臣
氏
の
『
枕
草
子
評

　
　
　
　
　
　

の

一 、

そ
の
二
」
（
『
水
茎
』
一
九
九
四
年
一
六
号
、
一
七
号
）
、
「
知
ラ
ザ
ル
ヲ
知
　
　
　
　
　
　
　
釈
』
を
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
な
ど
と
あ
る
。
「
春
曙
文
庫
」
に
は
古
典
籍

　
　
　
　
　
　

ラ
ズ
ト
セ
ヨ
、
之
レ
知
ル
也
（
上
）
（
下
）
」
（
『
古
代
文
化
』
一
九
九
八
年
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ほ
か
田
中
旧
蔵
の
洋
装
本
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
金
子
元
臣

　
　
　
　
　
　月

、
＝
月
号
）
を
残
し
て
い
る
。
浅
田
徹
「
萩
谷
朴
ー
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
　
　
　
　
　
　
　
『
枕
草
子
評
釈
』
が
数
冊
あ
る
が
、
う
ち
「
昭
和
拾
壱
年
壱
月
拾
参
日
購
入
」
と

　
　
　
　
　
　
へ
の道
」
（
『
戦
後
和
歌
研
究
者
列
伝
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
に
「
氏
の
お
　
　
　
　
　
　
　
記
さ
れ
た
田
中
の
所
謂
受
験
時
代
に
購
入
し
た
書
が
あ
り
、
書
き
入
れ
か
ら
そ
の

　
　
　
　
　
　

び
た
だ
し
い
著
作
の
は
し
ば
し
か
ら
、
強
烈
な
個
性
が
感
じ
取
ら
れ
る
の
は
間
　
　
　
　
　
　
　
勉
強
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
図
書
館
に
配
架
さ
れ
た
蔵
書
類
を
な
が
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
違
いな
い
が
（
例
え
ば
大
著
『
本
文
解
釈
学
』
〈
河
出
書
房
新
社
・
平
成
六
年
〉
　
　
　
　
　
　
　
と
、
田
中
の
学
問
を
知
る
た
め
に
、
今
後
「
春
曙
文
庫
」
所
収
の
洋
装
本
に
つ
い

　
　
　
　
　
　は
、
そ
の
書
名
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
と
は
違
っ
て
、
氏
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
の
軋
　
　
　
　
　
　
　
て
考
察
す
る
べ
き
も
の
と
あ
ら
た
め
て
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　礫

の
回
想
が
少
な
か
ら
ぬ
部
分
を
占
め
て
い
る
）
」
と
あ
る
。
そ
の
『
本
文
解
釈
　
　
　
＊
1
0
「
春
曙
文
庫
」
に
つ
い
て
、
柿
谷
雄
三
に
よ
る
、
二
〇
〇
二
〈
平
成
一
四
〉
年



一
〇月
に
相
愛
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
中
古
文
学
会
」
で
の
挨
拶
文
か
ら
引
用
し
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
一
聯
の
「
古
典
籍
資
料
類
」
を
「
春
曙
文
庫
」

た
い
（
稿
者
の
手
元
に
あ
る
下
原
稿
は
書
き
入
れ
・
訂
正
な
ど
が
み
え
る
、
適
宜
　
　
　
　
　
　
　
　
と
呼
ん
で
、
大
切
に
保
存
管
理
す
る
こ
と
が
学
界
の
た
め
に
も
肝
要
な
こ
と
で

に
修
正
し
た
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
と
、
関
係
者
一
同
、
意
見
の
一
致
を
み
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　さ
て
、
中
で
も
田
中
重
太
郎
博
士
は
、
校
本
・
総
索
9
1
・
全
注
釈
等
、
清
少
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
平
安
時
代
の
文
学
を
専
門
領
域
に
す
る
「
中
古
文
学
会
」
と
田
中
重
太

　
　
　
　
　
　
　
言
枕
草
子
の

文
献
学
的

研
究
に

大き
な
業
績
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
わ
た
く
し
　
　
　
　
　
　
　
郎
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
以
下
に
学
会
設
立
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
は

は

やく
か
ら
、
田
中
博
士
の
許
で
、
校
本
・
総
索
引
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
二
人
の
見
解
を
引
い
て
付
記
す
る
こ
と
に
と
ど
め
る
。
ま
ず
、
片
桐
洋
一
『
平

　
　
　
　
　
　
　た
だ
い
て
い
た
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
発
生
の
学
問
研
究
と
く
に
文
献
蒐
集
に
　
　
　
　
　
　
　
安
文
学
五
十
年
』
〈
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
∨
に
「
田
中
重
太
郎
さ
ん
の
エ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
は
、
並
々
な
ら
ぬ
偉
大
な
方
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
池
田
亀
鑑
博
士
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ー
ド
な
ど
を
聞
か
れ
て
」
（
平
安
文
学
研
究
会
と
大
阪
国
文
談
話
会
）
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　学
問
の
影
響
を
つ
よ
く
受
け
ら
れ
、
ま
た
古
典
文
庫
を
永
年
刊
行
し
て
こ
ら
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
次
の
よ
う
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　東
洋
大
学
の
吉
田
幸
一
博
士
と
も
御
親
交
が
深
か
っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
も
お
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
、
夫
人
を
な
く
さ
れ
た
田
中
重
太
郎
さ
ん
は
、
相
愛
短
大
に
勤
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　り
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
助
手
を
さ
れ
、
研
究
会
に
も
一
緒
に
出
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
昭和
六
十
三
年
二
九
八
八
年
）
本
学
は
創
学
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
、
服
部
さ
ん
と
い
う
方
と
再
婚
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
は
、
そ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　た
の
で
す
が
、
そ
の
前
年
五
月
十
六
日
、
惜
し
く
も
田
中
博
士
は
急
逝
さ
れ
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
四
十
歳
代
後
半
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
最
愛
の
妻
を
得
た
と
い
う
喜
び

　
　
　
　
　
　
　た
。
彪
大
な
古
典
籍
ー
写
本
・
版
本
類
…
と
研
究
途
上
の
諸
資
料
を
た
く
さ
ん
残
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
、
私
た
ち
に
も
話
さ
れ
ま
す
。
と
て
も
純
粋
な
方
で
、
新
し
い
奥
さ
ん
に
双

　
　
　
　
　
　
　し
で
…
。
そ
こ
で
、
当
時
の
学
長
森
川
晃
卿
先
生
、
学
園
長
松
村
了
昌
先
生
ら
　
　
　
　
　
　
　
子
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
て
、
典
子
、
雅
子
と
名
づ
け
ら
れ
た
お
嬢
さ
ん
方
の

　
　
　
　
　
　
　
が
、
相
愛
学
園
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
田
中
先
生
の
枕
草
子
関
　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
を
集
め
た
本
や
、
奥
さ
ん
と
の
な
れ
そ
め
を
書
い
た
本
な
ど
も
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　係
の
こ
蔵
書
を
学
園
図
書
館
へ
お
譲
り
い
た
だ
け
た
ら
…
と
い
う
ご
提
案
を
な
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
私
た
ち
に
も
下
さ
い
ま
し
た
。
前
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
非
常
に
苦

　
　
　
　
　
　
　り
、
ご
遺
族
の
田
中
美
保
子
様
、
田
中
重
雄
様
の
ご
理
解
の
も
と
、
無
事
話
が
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
労
も
さ
れ
た
方
な
の
で
す
が
、
純
粋
な
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
と
い
う
面
を
も
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　と
ま
り
、
ご
蔵
書
は
本
学
へ
預
託
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
『
平
安
文
学
研
究
』
の
資
金
面
を
、
一
人
で
支
え

　
　
　
　
　
　
　
　

昭和
六
十
三
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で
、
こ
れ
ら
田
中
博
士
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
表
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
吉
田
幸
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

愛
蔵
書と
図
書
館
蔵
の
貴
重
書
を
併
せ
て
「
古
典
籍
資
料
展
」
が
開
催
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
お
一
人
で
宛
て
名
書
き
や
、
「
会
費
×
x
円
を
お
送
り
く
だ
さ
い
ま
し
」

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
書
を
「
春
曙
文
庫
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
書
か
れ
て
、
古
典
文
庫
を
支
え
て
お
ら
れ
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
れ
は
何
と
い
っ
て
も
、
田
中
博
士
の
蔵
書
が
大
部
分
を
し
め
る
た
め
、
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
発
送
の
封
筒
の
表
書
き
ま
で
田
中
重
太
郎
さ
ん
の
字
で
書
か
れ
て
送
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
後
に
『
春
曙
文
庫
目
録
（
和
装
本
編
）
』
（
平
成
五
年
三
月
刊
行
）
に
収
め
た
点
　
　
　
　
　
　
　
　
て
来
る
よ
う
な
雑
誌
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
ご
本
人
も
執
筆
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
数
は

九
九
一
点
中
、
田
中
博
士
旧
蔵
書
入
四
三
点
（
8
5
・
0
6
％
）
、
今
小
路
先
生
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
量
は
少
な
く
。
む
し
ろ
雑
誌
を
作
る
世
話
役
に
ま
わ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
旧
蔵
書
五
六
点
（
5
・
6
％
）
、
図
書
館
既
蔵
書
九
二
点
（
9
・
3
％
）
、
清
少
納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
学
問
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
志
が
お
あ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
言
・
枕
草
子
研
究
の
権
威
で
、
そ
の
冒
頭
の
「
春
は
曙
」
の
一
節
を
こ
よ
な
く
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
愛
さ
れ
、
色
紙
等
に
も
好
ん
で
こ
の
語
句
を
揮
毫
さ
れ
、
ご
自
身
も
「
春
曙
庵
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
「
中
古
文
学
会
の
創
立
が
遅
れ
た
こ
と
を
聞
か
れ
て
」
〈
中
古
文
学
会

刀

　
　
　
　
　
　
主
」
と
称
し
て
蔵
書
印
ま
で
作
っ
て
お
ら
れ
、
愛
蔵
書
の
一
部
に
押
捺
し
て
お
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
と
）
に
、



惣

　
　
　
　
　
　
　　
田
申
重
太
郎
さ
ん
の
平
安
文
学
研
究
会
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
が
学
会
の
設
立
に
関
係
し
た
事
情
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
れま
で
平
安
文
学
蘭
係
の
学
会
が
な
か
っ
た
と
言
え
ば
、
田
中
さ
ん
に
叱
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
回
想
す
る
学
者
も
い
る
。
松
尾
聡
「
中
古
文
学
会
設
立
の
こ
ろ
」
（
『
中
古

　
　
　
　
　
　
　
　る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
戦
前
・
戦
中
か
ら
皇
朝
文
学
研
究
会
が
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
文
学
』
創
立
三
十
周
年
記
念
臨
時
増
刊
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
を
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　て
、
今
残
っ
て
お
ら
れ
る
人
で
は
三
谷
栄
一
さ
ん
く
ら
い
の
世
代
の
人
た
ち
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
、
上
代
文
学
か
ら
近
現
代
文
学
に
い
た
る
ま
で
、
整
然
と
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
や
っ

て

いた
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
東
京
中
心
で
し
た
が
、
そ
れ
に
続
い
て
作
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
分
野
の
学
会
が
成
立
し
た
の
に
、
ど
う
し
て
中
古
文
学
会
の
設
立
だ
け
が
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
れた
の
が
、
京
都
の
平
安
文
学
研
究
会
で
す
。
京
都
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
明
け
っ
放
し
で
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
時
東
京
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　と
と
、
田
中
重
太
郎
さ
ん
が
立
命
館
大
学
予
科
の
教
授
を
し
て
お
ら
れ
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
で
あ
っ
た
池
田
亀
鑑
博
士
の
こ
と
を
学
界
が
忌
避
し
た
か
ら
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　で
、
国
公
立
大
学
系
統
の
人
達
が
近
付
い
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
博
士
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
界
に
混
乱
が
生
じ
、
博
士
へ
の
不
信
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
かな
り
の
活
動
は
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
会
そ
の
も
の
は
私
的
な
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ゆ
え
に
学
会
設
立
の
話
が
進
捗
し
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
から
抜
け
き
れ
な
い
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
学
界
の
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
も
あ
り
、
戦
前
か
ら
し
き
り
に
中
古
文
学
会
設

　
　
　
　
　
　
　
　前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
、
全
国
的
な
学
会
と
い
う
形
　
　
　
　
　
　
　
　
立
の
話
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
越
え
ら
れ
な
い
問
題
を
前
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　は
整
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
中
古
文
学
の
全
国
的
な
学
会
が
全
く
な
か
っ
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
頓
挫
し
て
い
た
の
で
す
。
（
中
略
）
戦
後
の
混
乱
も
お
さ
ま
っ
た
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　　
…
欝
う
と
異
論
を
唱
え
る
人
が
い
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
田
中
重
太
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
に
ま
だ
昇
進
し
た
ば
か
り
だ
と
い
う
の
に
池
田
博
士
が
亡
く
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
郎さ
ん
の
平
安
文
学
研
究
会
の
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
昭
和
三
十
一
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
時
代
は
め
ざ
ま
し
い
高
度
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
では
だ
め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
入
た
ち
が
多
く
な
っ
て
、
こ
の
会
を
発
展
　
　
　
　
　
　
　
　
成
長
の
方
向
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
、
や
っ
と
中
古

　
　
　
　
　
　
　
　さ
せ
て
新
し
い
会
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
と
、
全
く
新
た
に
作
ろ
う
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
会
は
全
国
の
研
究
者
を
一
堂
に
集
め
て
設
立
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　考
え
方
と
両
方
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
論
は
後
者
に
な
り
、
第
一
回
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
（
中
略
）
中
古
文
学
会
運
営
の
主
役
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
東
洋
大

　
　
　
　
　
　
　
　
大
会

が昭
和
四
十
一
年
十
一
月
五
日
に
東
洋
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
学
名
誉
教
授
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
吉
田
幸
一
先
生
で
し
た
。
中
古
文
学
会
の
円
滑

　
　
　
　
　
　
　
　
少し
前
に
、
設
立
準
備
会
が
や
は
り
東
洋
大
学
で
あ
り
ま
し
て
、
私
も
ま
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
事
務
運
営
は
、
吉
田
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
努
力
の
た
ま
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
歳代
前
半
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
指
名
さ
れ
て
出
席
し
た
記
憶
が
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
聡
は
日
本
古
典
文
学
全
集
の
『
枕
草
子
』
校
注
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
池

　
　
　
　
　
　　
゜
ま
す
。
東
洋
大
学
の
中
心
人
物
で
あ
る
吉
田
幸
～
さ
ん
は
古
典
文
庫
を
や
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
田
亀
鑑
、
吉
田
幸
一
な
ど
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
会
の
設
立
に
関
し
て
、
田
中

　
　
　
　
　
　
　
　
おら
れ
る
と
い
う
実
績
も
あ
り
ま
す
し
、
平
安
文
学
研
究
会
の
援
助
ま
で
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
の
周
辺
に
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
『
枕
草
子
』
研
究
の
そ
の
後
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
田
中
重
太
郎
さ
ん
と
も
親
し
い
関
係
で
し
た
の
で
、
平
安
　
　
　
　
　
　
　
　
向
と
あ
わ
せ
て
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
文

学
研究
会
と
の
罰
を
ス
ム
ー
ズ
に
や
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
吉
駅
幸
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
が中
心
人
物
に
な
る
の
が
一
番
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
東
洋
大

　
　
　
　
　
　
　
　
学
で

事
務局
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て
、
第
一
回
の
大
会
も
昭
和
睡
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　十
一
月
の
五
日
と
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
東
洋
大
学
で
出
発
の
総
会
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
わ

れた
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　と
あ
る
。
田
中
が
主
導
し
た
平
安
文
学
研
究
会
の
活
動
（
機
関
誌
〔
平
安
文
学

　
　
　
　
　
　
　
研究
』
の
発
行
な
ど
）
は
大
き
な
業
績
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え
る
べ
き
で
あ
り
、


